保話書別添付上手に使って上手に節電 


このたびは、 AV コント□ールアンプをお買い上げいただき、まことにありびとラございました。 
■この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

特に r ま全上のごま意 J (一 28 -吕 9) はご使用前に必ずお読みいただき、を全にお使いください。 

■お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なとさにお読みください。 

■保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 


Panasonic 

取扱説明書 

_ AV コント□-ルアンプ 

品ま SA - XR 55 


0〜©ホ-ムシアタ-の準備 

へーンへーン 


詳しいちくじは、3ページをご覧ください。 
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4一一:テレビ、 DVD レ n— ダ—と接続ずる 
65テレビ、 DVD プレ—ヤ—と接続ずる 
8一一:スピ—力—と接続ずる 

接続したスピ—力—に合わせて 

お設定 

巧ホ—ムシアタ—を楽しむ 

テレビの音声ち 
をチヤンネルで聞ける 

巧「サウンドモード」 

巧リモ n ンでテレビや 
D VD レ n —"夕—などを 
操作ずる 
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ホームシアターの楽しみかた 


本格的に楽しむ J 

サラウンドバック 
スピーカーを接続して 

チヤンネル チヤンネル 

7.1 CH/6.1 CH 
サラウンド 

V_ J 


映画館の迫力を楽しむ j 

映画館にいるような 
臨場感 

チヤンネル 

5.1 CH 

サラウンド 

\_ J 


L 接続〕^〔設定 


A 




テレビ 


DVD レコーダー/ 


DVD プレーヤー 




フ□ント （2 本)、センター、 
サラウンド (2 本)、 
サラウンドバック (2 本または1本)、 
サブウーへ一 


DD, 


.1 - TllfeJI 


テレビ 


DVD レコーダー/ 
DVD プレーヤー 


フ□ント (2 本)、センター、 
サラウンド （2 本)、 

サブウー A — 


」 Li III 



スピーカーの 有無の設定 


接湿したずベてのスピーカーかぶ青を出を童！！ 



2 


3 4 



テレビをサラウンドで 
楽しむにはどうした日 
いいのかな。 



テレビは吕チヤンネルの 
ステレオ音声だか5、 

フ□ントスピーカーから 
しか音び出ないんだ。 


ドルビー プ□□ジック 

DOLBY PRO LOGICnx 

ディーテイーエス ネオ 

DTS NE 0:6 
SFC 


やった！！ 

テレビをサラウンド音声で 
楽しめるね。 


でサラウンドになるんだつて。 





付属品の確認 


2 
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接続の前に、まず付属 
品を確認してください。 



FM 簡易型アン了ナ ★(] 本） 


AM ループア ン了ナ ★(] 本） 



【 RSA 0007- L 】 


【 RSA 0037】 



電源コード ★(] 本) 
【 RJAOO 已 0- K 】 




U モコン女リコ） 

[ EUR 7722 KP 0] 


U モコン用乾電池 
(単3形： 2コ） 


厨 ) 


咳 _ D 




♦付属品の買い替えは、お買し)上げの販売店にご相談ください。 
♦かっこ【】内は買い替え時の品番です。（200已年2月現 
在のちのです。） 


♦電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しな 
いでください。また、他の機器の電源コードを本機に使用 
しないでください。 








































































































ホームシアターを楽しむ . 

基本®再生 . 

ディスプレイ表示/2チャンネルソースの高音質機能 

DVD オーディオの再生/スピーカ ーB を1まラ . 

音質. 胃場効果/便利織能 . 

サゥンドモード (DOLBY PRO LO を C nx /DTS NE0:6/SFC) 
その他 U モコンで行える調整/便利な機能 

音響効果をさらに調整する/サブウー八ーレベルの調整/ 

より自然な音で聞く/一時的に音を消す/表示部を暗くする... 
マルチコントロールで行える調整/便利な機能 

音質の調整/音量バランスの調整/表ホ部の明るさを調整する 
ス1」ープタイマー/二重音声の切り換え/ 

ル音量でを聞さやすくする . 

アツテネーターの切り換え/購入時の状態に戻す . 

へツドホンを使つ . 

録日 • 録画 . 

ラジオを聞< . 

設定する（応用） . 

リモコンでテレビや DVD レコーダーなどを 操作する.… 


マルチコント□-ルのメニュー表 . 26 

Q & A (よくあるご質問） . 26 

故障かな！？ . 27 

主 att 様 . 28 

安全上のごを意 . 28 

保証とア フターサー ビス . 30 

さくいん . 裏表細 

お手入 . 裏表紙 


設定ず3 . 12 

スピーカー出力の確認と調整 . 13 


ち<じ 


ホームシアターの楽しみかた . 2 

怖雷 □□の植を忍 . こ 

ホームシアターの準備 . 4 

テレビ、 DVD レコーダーと接続する . 4 

基本的な接続 . 4 

__ DVD オーディオの高音質なアナ□グ音靑を楽しむ（アナ□グ日 CH 接続）.. .4 

高画質で楽しむ （ S 2 映像/コンポーネント映像) . 已 

テレビ、 DVD プレーヤーと接続する . 巨 

基本的な接続 . 巨 

__ DVD 才ーディオの高音質なアナ□グ音靑を楽しむ（アナ□グ日 CH 接撤...已 

高画質で楽しむ巧吕映像/コンポーネント映像) . 7 

スピーカーと接続する . 8 

スピーカーの設置 . 8 

スピーカーの接続 . 9 

BI-WIRE 対応のスピーカーと接続する . 9 

2組目のフロントスピーカーと接続する . 9 

他の機器の接続 . 10 

ラジオのアンテナを接続ずる/ 

その他の機器と接続ずる ( BS デジタルチューナー、 CS チューナー/ 
ビデオデッキ / CD プレーヤー/カセットデッキ）/ 

ビデオカメラやゲーム機などと接続ずる . 10 

各部のはたらさ . 11 

リモコンの準備 . 11 



广 


再生 


A 


DVD を 7.1 チヤンネル/ 
6.1 チヤンネルに… 

た テレビ、 CD を 
7.1 チヤンネル/ 
色.1チャンネルに" 


ドルビー プ□□ジック 

DOLBY PRO LOGIC Ex 

ディーテイーエス ネオ 

DTS NE 0: 巨 
SFC 



テレビ、 CD を 
己.1チヤンネルに… 


已 .1 チヤンネルソースむ夕1•の 
DVD ち己.1チヤンネルに… 

DOLBY PR 晋 L る GIC nx 

デイーテイーエス ネオ 

SFC 


>テレビや CD などのステレオ音声をサラ 
ウンド（すべてのスピーカーから音を出 
力）で聞くには、ドルビープ□□ジッ 
ク nx、DTS NEO: 己、 SFC のし'!ずれか 
を使用します。(- >16) 

>スピーカーの 設定や、入力信号（再生し 
ているディスクの音声信号など）によつ 
ては、でさない場合びあります。 
(-*■ 27) 



付属品（-»吕）と別売り品（ィ4 ~ 7) は眼 
売店でお買いホめいただけまず。 

★印はお下グループ①ショッピングサイト 
r パナセンス J でちお買いホめいただけまず。 


Pana>en 化 


パナセンスカスタマーセンター 
http :// www . sense . panasonic . co . jp / 
TEL 06-6907-9144 


本書内の表現について 


準 

倫 


4 4 已6 6 7 


8999023 
11112 2 2 


確認と準備 


ホ—ムシアタ—の楽しみかた\付属品の確認\もくじ 
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♦参照していただくページを（一〇〇)で示しています。 


RQT8122 
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的 


◎ ◎◎ 


Pa/ Pr/ 

Y C. な 

◎ ◎◎ 


V だだ 
◎ ◎◎1 



デジタル入力端テの 
設定は変更でをまず。 
「デジタル入力端テの 

変围（一12、 13) 


ホームシアターの準備 


テレビ 、 DVD レコーダーと 接続す る 


ケーブルの接続について 

:ドルビーデジタルや〇下3などのサラウンドソース（己.]チヤンネルなど）を再生する場合に必要です。 

厘夏51> © +⑨： DVD レコーダーのアナ□グ音靑を"テープ"端子に接続»1 0) した機器に録音する場合»1 9) に必要です。 
国巧巧> © + ◎ + ◎: DVD レコーダーに音声や映像を録音、録画ずる場合 （-» 1 9) に必要です。 


基本的な接続 



本体背面 





光デジタルケーブル 

①接続ち法 


お状を合わせて1 
差し込^む 

1 

1参ケーブルを急な角 
度に折り巧げない 

でください。 



肌 D レ]-ダ-/ 

ビデオデリキ-細側 
DVD 専用出力端モ 

光デジタル音青出力一►光2デジタル入力 

映像出力 一►附 D レ]-夕-隱入力 

\/ HS / 肌 D 出力端子 

音声出力(地)/陥))一►ビデオデッ指声入力 L/R 

映像出力 一►ビデオデッキ映像入力 

•再生については14ページを 
ご覽ください。 


本機側 


( ステレオピンコード★(別売り） 

[品番： RP - CAP 3 G 10(1 m ) など] 

( L / 左 J 白 一 [ Dimes ||| 仁 

光デジタルケーブル★(別売り） 

[品ま： RP - CA 2010 A (1 m ) など] 

ち形 

ビデオコード★(別売り） ^ 

[品番： RP - CVP 0 G 10(1 m ) など] 

In / 石）ホ* 

V 


J 


別売り品の品葡ホ、200已年2月現在のものです。品番は変更されることびあります。 

DVD 才ーデイオの高音質なアナ□グ音声を楽しむ（アナ□グ 6 CH 接続） 



DVD レコーダー/ビデオデッキー化型 
と接続するとをは 













己 

RQT8122 


♦接続ずるとをは、各機器の電源を切ってください。 
♦接続する各機器の説明書もご覧ください。 

♦本機の上には物を載せないでください。 



^, -X 左ページのビデオコードを使った接続よりち、高画質な映像び楽しめます。 

局 111 胃でしむお持ちの映像機器に合わせて S 吕映像かコンポーネント映像を接続してくださし、。 

♦コンポーネント映像は、 S 2 映像よりち忠実な色を再現できます。 



r お知5せI 

BS デジタルチューナーや CS チューナーを接続する場合は、10ページの「その他の機器と接続ずる」で BS デジタル 
チューナー、 CS チューナーの接続をご覧ください。 


使用するケーブル ♦上図を参考に、用途に合わせてご用意ください。 

I つ 二 I .-J- レ。、 •一 I _ し"-*- 化 II を! <~\ 、 [ \1/ — 'IJ-, II . J— _ — *'11 . ^ の II を! <~\ 、 


( ステレオピンコード★(別売り） 

[品番： RP - CAP 3 G ] 日 （1 m ) など] 

山/左^ 白 ^一>1111 h 
( R / も)ホ^ 

光デジタルケーブル★(別売り） 

[品番： RP - CA 2010 A (1 m ) など] 

ち形 

参テレビや DVD レコーダーの 
コンポーネント端テと接続する場合 
は、コンポーネント映像コード 
相り売り）を使ってください。 

コンポーネント映像コード ★ (別売り） 
[品ま： RP - CVPCG 10(1 m ) など] 

cl 1111111 ^OOMini ~ N 

S 映像コード★側売り） 

[品番： RP - CVS 0 G 10(1 m ) など] 

D 端子ピンケーブル★(別売り） 

[品番： RP - CVCDG 1 日 （1 .己 m ) など] 

1—1 _ UJ LLI _ 1— 1 

V 

、刪11 ^ 

c| 1 111111 Wiainil N 

別売り品の品番は、200已年2月現在のちのです。品番は変更されることび3 

5 ります。 


r ぉ知5せI 
映像端子について 

•入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

•コンポーネント映像端テ（色差映像端テ）は、ホ （ Pr / Cr )、 青 （ Pb / Cb )、 輝度 （ Y ) 信号びそれぞれ独立して出力されるため、色を 
よりお実に再現します。本機のコンポーネント映像端テは Y 、 Pb 、 Pr または Y 、 Cb 、 Cr のコンポーネント映像に対応していまず。 


ホ I ムシアタ I の準備 












ホームシアターの準備(っづき) 
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テレビ、 DVD プレーヤーと接続する 


ケーブルの接続について 

Wm^Q :ドルビーデジタルや0了3などのサラウンドソース（已.]チャンネルなど）を再生する場合に必要です。 

厘夏 © +⑨： DVD プレー巾一のアナ□グ音声を 。子ーブ 端子や ‘‘ DVD レコーダー’’端テに接続» 4、 ] のした機器に 
録音、録画する場合（イ 19) にお要です。 

基本的な接続 



使用するケーブル ♦上図を参考に、用途に合わせてご用意ください。 

f つ=1 レ O '*,— 1 しか- 4- / 口、 I 因ホ* ご夕 レ —)'11 円 C 、 


' ステレオピンコード★(別売り） 

[品番： RP - CAP 3 G 10(1 m ) など] 

同卽デジタルケーブル（市販） 

ビデオコード★(別売 0) 

[品番： RP - CVP 日 G 1 日 （1 m ) など] 

( L / 左）曰 ^ ||[ ] mi \ >11 III 仁 



( R / ち）ホ crmmni / Wnnif ^ 




別売り品の品葡ホ、200已年2月現在のものです。品番は変更されることびあります。 


DVD 才ーデイオの高音質なアナ□グ音声を楽しむ（アナ□グ 6 CH 接続) 













r u u で 1=3 

◎ (8) ( S ) 1 )1 四 It 1 

口 、 

© 

J R (ち) U 左） 出力 

出力 

1 同卽出力音声出力 D 端モ 

52 映像 


□VD プレーヤ ー( 別売り）- 

[ お知5せI 

BS デジタルチューナーや CS チューナーを接続する場合は、10ページの「その他の機器と接続ずる」で BS デジタル 
チューナー、 CS チューナーの接続をご覧ください。 

使用するケーブ J レ♦上図を参考に、用途に合わせてご用意ください。 

X ァレオじノコー★访夕元り } |-同卽デジタルケーブル怖版） 1♦テレビや DVD プレーヤーのコンポー 

[品番- RP - CAP 3 G 10(1 m ) など] 支、ノ k 端早>控結オス恒合けつ、ノポ 


(L/ 左）白年 JDI 皿、 ィ皿 n (lll 户 
旧 /も)ホ 、■«■= 

S 映像コード★刷売り） 

[品 ま： RP-CVS0G 10(1 m) など] 


D 端モピンケーブル★(別売り） 

[品ま： RP - CVCDG ]5(1.5 171)など] 


参テレビや DVD プレーヤーのコンポー 
ネント端テと接続する場合は、コンポ 
-ネント映像コード（別売り）を使って 
<ださい。 

コンポーネン ト 映像コード★(別売り） 
[品番： RP-CVP 巳 610(1 m ) など] 

<=1 I HmD ^ ^ 11 , b 

4 1111 

«=l III 幽 〇 ^ WlMlIII b 


r お知 5 せ I 

別売り品の品番は、200已年2月現在のちのです。品番は変更されることびあります。 

映像端子について 

♦入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

•コンポーネント映像端テ（色差映像端テ）は、ホ （ Pr / Cr )、 青 （ Pb / Cb )、 輝度 （ Y ) 信号びそれぞれ独立して出力されるため、色を 
よりお実に再現しまず。本機のコンポーネント映像端テは Y 、 Pb 、 Pr または Y 、 Cb 、 Cr のコンポーネント映像に対応しています。 
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♦接続ずるときは、各機器の電源を切ってください。 
♦接続する各機器の説明書をご覧ください。 

♦本機の上には物を載せないでください。 


高画質で楽しむ 


左ページのビデオコードを使った接続よりち、高画質な映像び楽しめます。 

お持ちの映像機器に合わせて S2 映像かコンポーネント映像を接続してください。 

♦コンポーネント映像は、 S 2 映像よりち忠実な色を再現できます。 




r D 端モ 

N 

5 吕映像 

入力 

入力 

1 1)101(1 

◎ 


■ 励編^^^^^ 

■圆図翻軸^^ 

—■ I ■ |1| I I I l■^|l|■■^1 り "FB^—I I … l| >■■•1 ■■化 M yi 


厂ルーブ - | 「 W 巧 


I 圍 I 


BH 


I 画图图 I 
国国圆 9 


ホ I ムシアタ I の準備 


RQT8122 

































ホームシアターの準備(っづき) 


スピーカーと 接続す る 


スピーカーの設置 



フ□ントスピーカー（左 ■■ 、ち W :月り売り） 

参テレビの左ちに置き、視聴位置で(実際に椅子に座るなどして） 
映像と音声の動さび合ラよラに、位置や角度を調整して<だ 
さい。 

センタースピーカー(〇 :別売り） 

•テレビの真上か真下に置さ、視聴位置での耳の高さへまつず 
ぐに向けて < ださい。 

ヴラウンドスピーカー(左！£9、 ち meM :扫り売り） 

•視聴位置の左ち（横またはやや後ろ）に、耳の位置より1 m 
ほど高く設置してください。 

サラウンドパックスピーカー 

(左吐 lb 、ち狂 D / —本接続時应 I :別売り） 

参視聴位置の後ろに、耳の位置より1 m ほど高く設置してくだ 
さい。 

ヴブウー A — ( 1311 If :別売り） 

•テレビから大きく離れない程度の適当な位置に置いてくださ 
しん 


C スピーカーの 数に合わせて設置する 



視聴位置からさ スピーカー （サブ ウー 
八一を除く）を同じ距離に設置ずるの 
び理想でず。なお、角度は目安です。 
♦同じ距離に設置でさない場合はさ 
スピーカーと 視聴位置との距離を 
測り、 「距離の設定」 （一 22) を行 
つて< たとい。 

I お知5せ I 

接続した スピーカーの 数に合わせて、 
おず スピーカーの 有無などの設定をし 
てください。（-»12、 13) 


ピーカーの 数 

スピーカーの 使いかた 

位置 

7 本 

フ□ントスピーカー(左、ち)、センタースピーカー、 
サラウンドスピーカー(左、ち)、サラウンドバックスピーカー(ち、ち） 

\ J 

6 本 

フ□ントスピーカー(左、ち)、センタースピーカー、 
サラウンドスピーカー(左、ち)、サラウンドバックスピーカー(1本） 


フ□ントスピーカー(左、ち)、ヴラウンドスピーカー(左、ち)、 
サラウンドバックスピーカー（左、ち） 

— 、'，‘ ■•一- 

己本 

フ□ントスピーカー(左、ち)、サラウンドスピーカー(左、ち)、 
サラウンドバックスピーカー （1 本） 

，■こつ、 

4 T 

0 ふ--つ， 

フ□ントスピーカー(左、ち)、センタースピーカー、 
サラウンドスピーカー(左、ち） 

/-•、'' 

う T 

。-〇ク 

4 本 

フ□ントスピーカー（左、ち)、 

サラウンドスピーカー（左、ち） 

■ 0 -• 

:\ 

ゎ’ c :> ■知 

3 本 

フ□ントスピーカー(左、ち)、センタースピーカー 

ぶ 

吕本 

フ□ントスピーカー（左、ち） 

も cp 
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〔スピーカーコードの接続方法 


こバ ナナプラグ ( 市販 } の 接続） 



スピーカーコー ドの先端の ビニール 
部分は、ねじりなびら抜を取ります。 


お願い 


• L (左 )、 R (も）と+、-をごお認の上、 
正しく接続してください。誤った接続を 
ずると故障の原因になりまず。 
•スピーカーコードをショートさせないでく 
ださい。回路び破損ずる恐れびありまず。 



スピーカー端子をちに回してしっかり 
締めつけ、端子の巧にプラグを挿入し 
て < ださい。 
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スピーカーの接続 


サラウンドサラウンドバック 

フ□ントス ピーカー スピーカースピーカー 

(も）庙） （も）（を）（も）足） 



アタティブ（アンプ内蔵） ♦電源プラグをコンセントに接続したげ熊で 約 0.2 W の電力を消費し 

サブウー八一 (別売り） ていまず。長期間使用しないときは巧いておいてください。 


ただし、電源プラグを抜いた状態で約2週間そのままにしておく 
と、本機の各種設定は購入時の状態に戻ります。そのときは、 
再度設定を行って < ださい。 


C 己 I - W 旧 E 対応のスピーカーと接続する , 

BI - W 旧 E 対応のスピーカー： 

高周波域と巧周波域で独立した接続端子びあるスピーカー 
• BI - WIRE 接続すると、高周波域と1氏周波域で相互干渉び 
なくなり、高音質な音声び得られます。 

♦また、アナログ音声や、2チャンネルの PCM 信号を再生 
させると、高周波域とな周波域で別々のアンプを使ラ、よ 
り明瞭で高音質な BI - AMP ステレオサウンドを楽しむこ 
とびでさます。 （一 已） スピ—力—コ—ド 


(別売り) 



HF :高周波域 スピーカーインピーダンス 

LF : 做！波域 BI-WIRE :巨一1巨 n 


^2組目のフ□ントスピーカーと接続する 

他の部屋で音楽を楽しみたいとさなどに使用します。 


网謝®域® @懲 © © © 赞间 

蔭祖易翊@ 


フ□ントちブ- 

(別売り）/ 


スピーカー( 6 ~ 16 £ 2 ) 


;フ□ント左 

=(別売り） 


スピーカーコード スピーカーインピーダンス 

(別売り） フ□ント A と B : 日〜1已 n 

フ□ント B : 6-16 0 


♦フ□ント B 端テに接続したスピーカーで音声を楽しむ 
ときは、スピーカー已を逞択してください。已） 
♦スピーカー B のみ還択すると、2チヤンネルの再生 
になります。をチヤンネルソースを再生する場合は、 
2チヤンネルに集約して、左ちのフ□ント 


お知 S せ1「フ□ントスピーカーの接続の設定」 で 


ど’ を選んでください。（斗12、]3) 


スピーカーか5出力します。 （2 CHMIX ) 


9 
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他の機器の接続 


♦接続するときは、各機器の電源を切ってください。 
♦接続する各機器の説明書もご覧ください。 

♦本機の上には物を載せないでください。 


ラジオのアンテナを接続する 


FM 簡易型アンテナ(付属） 


AM ループアンテナ （付属） 


テープで 壁 や 柱 
などに止める 



FM 放送をより 
よい音で受信ず 
るためには、屋 
外アンテナの利 
用をおすずめし 
ます（->21)。 


アンテナを接続したあと、実際に放送を受信して（一 20) 、雑音のかない位置に設置してください。 


その他の機器と接続ずる旧 S デジタルチューナー、 CS チューナ ー/ ビデオデッキ / CD プレーヤ ー/ カセットデッキ） 


テレビの接続については、4ぺージか S 7ぺージをご覧くださし、。 
録音-録画については、19ぺージをご覧ください。 


録音、録画する; 
場合に必要でず; 

音舌出力 
R 曲) U 左） 

◎ ◎ 



BS デジタルチューナー または CS チューナー (ともに別売り） 
参映像端テへの接続は、テレビとの接続に合わせて、映像、 S 2 
0 央像または コンポーネント 映像のいずれかを接続してください。 
参高画質な映像 （ S 2 映像など）を録画する場合は、 BS デジ 
タル チューナー または CS チューナ ーを直接 DVD レ コー 
夕'-に接続して くださし、。 

信号の流れ 

デジタル入力端テの設定 ■ 

は変更できまず。 

(斗12、 


ビデオデッキ （別売り） 
参再生用の接続です。 
テレビ 、 DVD レコーダー 
を接続ずる場合は、 4ぺ一 
ジの接続を行ってくださ 
し)。高画質接続（一引 
では、ビデオデッキの映像 
は出力されません。 

/V 


CD プ レーヤ ー( 別売り) 


1 

> © L (左）（再生） 

仁 ◎ R (も）音声出力 


^@ L (ち）（録音） 


◎ R (も）音声入力 


カセットデッキ 

(別売り） 

• MD デッキ烟 j 売り）と 
ち接続でをます。録音 
については19ページ 
をご覧ください。 


ビデオカメラやゲーム機などと接続する 
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各部のはた 5 を 


U モコン 


アンプ電源ボタン 
ラジオの選択/ 


ラジオのバンドを切り換える（斗 20 ) 


ラジオ放送局の周波数を入力（斗 20) / 
チヤンネル入カラジオ （一21 ) 

テレビ （- >23) 

ビデオ （- >2 已） 
トラックやチヤプターを還ぶ 
DVD プ レーヤー(->23) 

DVD レ〕ー ダー (- >24) 

トラックを選ぶ 
CD プレーヤ ー( - >2已） 


スピーカー出力の確認とレベル調壁 

一 13) 

サウンドモード（イ 16) 


本体 


出/1 POWER 
電源の入/切 

通電ランプ 
電源コードを接 
続ずるとランプ 
び点な 



入カソースの電源を r 入/切」ずる/ソース切り換え 
リモコンの操作モードを切り換える（一>23〜2巳） 

DVD 才ーデイオを色 CH 再を （一 1己） 

チヤンネル還択ラジオ»21 ) 

テレビ（- >23) 

ビデオ» 2已） 

音量を調整（- >13) 

他の機器の操作 （一 23〜2已） 


音質-音場効果/ 

便利な機能 （- M 日、 17) 


フ□ントス ピーカーの 選が（一13〜 

DUAL AMP 機能び働くとき点な （ 
BI - AMP 機能び働くとさ点な（一1已） 
ラジオの操作（一20、 21) 


— ご：区嘗6…扫 I 


、口ら# •— A 


ビデオカ ラなどと 
接続（-^ ]□) 



本体表示部 

マルチコントロールモードの操作時に点灯 
マルチソース1」.マスター 


を使用時に点灯 


2 CH MIX び働いているときに点な 


ラジオ受信、操作時に点な 


[tuned ST MONO 叫 




デジタル入力 

丄 


「DI 岛 TAL INPUT] 

rnmr^ 

ilsIisbUrsi 
p^Mlm 岡 


情報表示 
使用ずるスピーカーを表示 
ス IJ ープタイマー設定時に点灯 


周波数単位 


ッドホンを 
接続 （- M 9) 

ボ U ュームを 
調整（一 14) 

入カソースの切り換え[斗14、 19) 

マルチ〕ントロールモードの操作（イ12、13、18〜22、 25) 


PCM FIX 還択時 
に点な 


サウンド 

モード 


乾電池の入れかた 


リモコンの使いかた 



■使用上のお願い 

♦受光部と U モコンの間に障害物を 
置かない。 

♦受光部に直射日光やインバーター 
堂光灯の強い光を当てない。 

♦受光部と送信部のほこりにま意。 
■本体をラックに入れて使用するとき 
ラックのガラス扉の厚さや色などによつ 
て、 U モコンの動作範囲び短くなること 
びあります。 


-SOUND MODE つ 
^□DIGITAL EX AAC 
)TS-ES DTS96/24 
ja EX NE0：6 SFC 
inPLIx STEREO 



U モコンの準備 


再 > 生 


アンプ 

W システム 户。リ -* 

jpk ^0- 

-^P 

ラジオ 

wOO , 

テしビ息隻プだ?- 

CD&Cy 

—ア測抑 

① © ⑤ 

©0© 
◎溶@ 

^ダ卿〇た 

OT 御赖 

§- 

駐 


確認と準備 


他の機器の接続\各部のはた5を 
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設定ずる 


♦より詳細な設定をするには、2吕ぺージをご覧ください。 

参マルチコント□-ル①メニューと初期設定の状態については 
吕6ページを参照ください。 


スピーカーやさ機器の説明書をご覧< ださい。 
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INPUT SE1_ECT0R 


本機の電源を 
入れる 

POWER 


6/1 


MULTI 
CONTROL ENTER 


◎- 0 - 


電源を入れると 

通電ランプび消 

无ますの 
〇 


CANCEL 1 


f 


口も 0 oTTo 〇がろ 

s®0 



r マルチコント ロールモー ドの基本操作^ 

回して還び巧してミ夫定 

INPUT SELECTOR 

◎ E も 

ひとつ前に戻る/ 
キャンセル 

MULTI 

CONTROL … k 

◎财 

CANCEL j 


7ルチコントロールモードに入る 


© 


押す 


I MULTI CONTROL I 


"SETUP 7" を還ぶ 

{ 'BASIC SETUP " と表示び流れます） 


INPUT SELECTOR 


◎ 


回して選び SETUP /I ^ f 甲してミ夫定 


各設定を行ラ 適切な音声を出力させるため、太枠の設定は特に大切です。 


スピーカーのち無の設定 

接続したスピーカーの組み合わせを設定しまず。 


お知 S せ 


サブウー八一の有無は、「スピーカーの有無 
とサイズの設定」のフロントスピーカーの 
サイズと連動して切り換わります。» 22) 


フロントスピーカーの接続の設定 


フ□ント スピーカーを BI - W 旧 E 接続した場 
合に設定します。（- ► s ) 


サラウンドバックスピーカーの設定 


上記 r スピーカーの有無の設定 J でサラウンドバ 
ックスピーカ ー r 有」の設定 UCR S SB けし R S 
SB ) に設定したときのみ表示 


SB (サラウンドバックスピーカー)の本数を 
設定しまず。 


デジタル入力端子の変更 


デジタル入力端子に接続した機器に合わせ 
て、設定を変更します。 


ひとつの入力は複数の端テで使巧できません。 


(例） DVD を " OPT1 " の設定に変更した 
場合、 DVD は OPT ， （光 1) しソ外の 
デジタル端テで使用でさません。 


入力信号の設定 


□ VD レコーダーや DVD プレーヤーなどの 
入力を、デジタルとアナログで自動判別す 
るのか、固定するのかを設定します。 

特に信号を固定ずる必要のないときは、 
' AUTO ' にしてください。 


PCM 円 X について 

CD を再生したとを、曲の始まりび途切 
れるよラな場合に使用してください。 

■正常に再生でをる場合はこの設定をず 
る必要はありません。 

• ノイズび発生する場合は解除してください。 


I 


ピ气 S 町ち選び、ミ夫定 ISPKR SET 
(SPEAKER SET ) - 


2.サブウー A —の有無を選び、 IS リ賺似 
ホ定 


r 


五觀鷄:&の組み Era 


1." 円? A/Tzy がを選び、ミ夫定 
(FRONT L / R ) 

吕."执 - W / RE " を選び、ミ夫定 


FRNT L/R 


BI-WIRE 


1." ががが’を選び、巧定 

サラウンドバックスビーカー 

(SB SPEAKER ) 


SB SPKR 


2. 本数を選び、巧定 


2 SPKRS 


1 . " D -/ A / PU 7 ■"を選び、巧定 
(DIGITAL INPUT ) 

2. デジタル入力端子に接続 
した機器を選び、巧定 


D-INPUT 


TV 


3. ^ジ力の設定を変更 


手順2と3を繰り返し、設定を変更 


1 . "W MODE " を選び、ミ夫定 
(INPUT MODE ) 

吕.デジタル入力端子に接続 
した機器を選び、決定 


IN MODE 


TV 


3. 入力信号の判別方法を選び、 
ミ夫定 


AUTO 


手順2と3を繰0返し、設定を変更 


>PCM FIX 設定時に PCM L ソ外のソースび入力された場合は、 
表示部に "PCM FIX ' び点滅します。 


"の r /7 ■"を選び、設定をおえる 


◎数回巧して I EXIT I 選び f 甲す 

CANCEL Vo 
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スピーカー出力の巧認と調整 


センター 
スピーカー フ□ント 


スピーカー 
(ち）サラウンド 
スピーカー (ち） 



ゥー八一 

サラウンド 
スピーカー(左) 


ヴラウンドパック 
スピーカー(ち） 


サラウンドパック 
スヒーカー 

ヴラ ゥンドバック （1 本接続時） 
スピーカー(左） 


SUBW YES :ヴブウー八一「有」 
SUBWNO :サブウー八 一 「無」 


LCR $ SB 

:すべての スピーカー を接続 

し R $ SB 

:センターけかを接続 

LCRS _ 

:サラウンドバックじ(がを接続 

L R$ 

:フ□ントとサラウンドのみ接続 

LCR 

:フ□ントとセンターのみ接続 

し Ft 

:フ□ントのみ接続 


NORMAL : 目 I-W 旧 E 接続していない 
BI-WIRE :目 I-W 旧 E 接続している 
表示部に" ■リ圆:口 "び 
点なします。 



ブ SPKR 

S 目を]本接続 


ク SPKRS 

S 目を2本接続 



TV :テレビ 
DVR : DVD レコーダー 
DVD ： DVD プレーヤー 
CD : CD プレーヤー 


AUTO 

:自動判別（デジタル信号び 


優先されまず） 

ANALOG 

:アナ□グに固定 

DIGITAL 

:デジタルに固定 

PCM FIX 

: PCM (音楽 CD など）の 


デジタルに固定 


表示部に "PCM" び点灯 


しまず。 


〔お知6せ I 


本機の電源を切ってを、設定の内容は 
記憶されます。 


SPEAKERS 



A 


〇 


の 

⑦③③ 

@ @轉 

fcHimgK 加 Maia Bawa 

一二〜一 

ロロロ CD 

:. テスト_ +_ 

ロロ ロ回 


テスト信号を使用します。 

♦接続したスピーカーから音び出ているか確認する 

♦視聴位置で、フ□ントスピーカーの音と各スピーカーの音びバランスよく 
聞こえるよラに、スピーカーの出カレベルを調整する 



スピーカ ー A を選ぶ （ BI-W 旧 E 接続の場合) 


SPEAKERS 

6 〇巧ず 


- SPEAKERS - 

凸 


^お知6せ I 


[SPEAKERS A または B ] 

を}甲す〇 r - SPEAKERS - 

m ロロ B'i リI:け 

"凸"、"回"、" I : 画: W "が 
表示されます。 


スピーカー目のみ選択されているとさは、テスト信号は出力されません。 


テスト信号の出力を確認する 

テスト 


巧す 


TEST L 


約2秒間隔で下記の順に出力されます。 


スピーカー か5音が出力され 
ない場合は、ちラー度、接続 
と設定を確認してください。 

(-»8、9、左記） 


い C— R— RS— SBR 一 巧い LS— SW 


または 

L- /?- RS- se- Z.S- SI// (サラゥンドバックスピーカー1本接続時) 


L : フロント（左 ） C :センター打：フ□ント（ち） 

RS: サラウンド（ち） LS: サラウンド（左） 

SB 円： サラウンドバック（ち） SBL :サラウンドバック（左） 

(サラウンドバックび1本の場合は、 SS と表示されます ） SW :サブウー八一 

广ぉ知 5 せ I 

r スピーカーの有無の設定」で、接続していない設をにしたスピーカーはスキップ 
されます。（-»左記） 


フ□ントスピーカーを通常聞く音量にする 

防/ ■-s り細- -dB (最小）一 7 か旧〜 0 dS (最大) 

巧す - 


調整するスピーカーを選ぶ 

しべル _ 

f ~ ] 巧す E _ QdB 


るスピーカーの音量を調整する 

い I し ► J 巧ず 1 C + 4dB 


C :センター 
R $ :サラウンド（ち） 

SBR :ヴラウンドバック（ち） 
SBL :ヴラウンドバック（左） 
(サラウンドバック1本時はミが 
L$ :ヴラウンド（左） 

SW :ヴブウー八一 


C/R$/$BR/$BL/L$ : 

(サラウンドバック1本時はミが 
-W 地〜十 10服 
(初期設定： 〇服) 

SW : 

/W//V (最小）^ 19^ MAX {最大) 

(初期設定： 7が 



手順4と已を繰り返して各スピーカーを調整する。 


•手順4と日では調整しているスピーカーからのみ出力されます。操作後約2砂経つと、 
再び順に出力されます。 


I 


テスト信号を止める 

テスト 

r ] 巧ず 


確 

認 

と 



ミ几 

巧 

定 

す 

る 

X 

I ク 


出 

力 

の 

確 

認 

と 

調 

啟 
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ホームシアターを楽しむ 


SPEAKERS 
A B 

〇 〇 


DUAL AMP BI-AMP 





VOUJME 

INPUT SELECTOR 


0000 




G . 參••■か 



基本の再生 


-SPEAKERS- 

回_ 


- SPEAKERS - 
nmrTB?jea 


スピーカ ー A を還ぶ 

SPEAKERS 

6 0 巧す 

( BI - W 旧 E 接続の場合） 

に PEAKERS A または B ] を巧ず。 

“ □ ’’ "回"“ uiav 化け "が 

表示されます。 

フロントスピーカーを BI-WIRE 接続している場合は、 
化ず r フロントスピーカーのを続の設定 J で、 
"研- W //? ど■に設定してください。 （- M 2、 13) 

•スピーカー目は、2チャンネルのみの再生になります。 

セレクターを切0換え、 

入カソース(音源)を還ぶ 

再生する機器と接続した端子名（本機側）を選択してくだ 
さい。 


INPUT SELECTOR 



回ず 





■再生を楽しんだ後は 

音量を下げてか5 [由/1 POWE 印を押し、電源を切ってください。 


本機で再生できるデジタル信号 
■ AAC 


己 S デジタル放送など 


BS デジタル放送などに採用されている圧縮音声です。 
をチヤンネルのサラウンド音声を再生できます。 


ドルビーデジタル ドルビーデジタルサラウンド 

■ Dolbv Digital (Dolby Digital Surround EX も含む） 


DVD など 

ドルビー研究所び開発したデジタルサラウンドシステムです。 
Dolby Digital Surround EX では、従来の已 .1 チャンネル 
ち式に加え、サラウンドバックチヤンネルを用いることで、さ 
らに臨場感のある音場を作り出します。 


■ DTS 

( DTS - ES、DTS 96/24も含む） 


DVR ( DVD レコーダー)表示 

後 、 "DVD RECORDER " と 

一度表示び流れます。 

■ DVD レコーダー/ビデオデッキー体型の場合 

DVD を楽しむとき： " DV がに合わせる 
ビデオを楽しむとさ：に合わせる 

入カソース（音源）を再生する 

♦入力信号に応じてステレオまたはサラウンドで再生さ 
れます。 

例えば、ドルビーデジタルや DTS などのをチヤンネ 
ルデジタル信号の場合は、自動的にサラウンドで再生 
されまず。 

■巧みのサラウンド効果を加えたい場合やステレオをを 
チヤンネルで聞きたい場合などは（- ► 1色「サウンド 
モード」） 

音量を調整する 


DVD など 

DTS 社び開発したデジタルサラウンドシステムです。 

DTS - ES では、従来の巳.1チャンネルち式に加え、サラウンド 
バックチャンネルを用いることで、さ日に臨場感のある音場を作 
り出します 。 DTS 96/24では、9己 kHz /24 bit の高音質な 
音声ををチヤンネ J レで再生しまず。 

■ PCM 


だ叫 CD など 

本機では、同軸1デジタル入力端テは1日2 kHz まで、その他 
のデジタル入力端テは日6 kHz まで再生でをます。 


广お知5せ 1 

ドルビーデジタル RF 信号や、 MPEG 音声信号は再生でさま 
せん。 

〔己 GV (バックグラウンドビジュアル）機能つ 

DVD レコーダー端テに接続した映像機器は、再生中に、 
セレクターを TUNER 、 CD または、 TAPE に切り換えると映 
像機器の音声は消えますび、映像はそのまま残ります。 


本機の電源を 
入れる 

POWER 



m 軒 - -i 

養 


Di 


⑤⑥③；1 
③⑤を ⑩ f 
Qi ①① © ® 一 


と消 

るび 

れプめ〇 

入ン 

をラす 

源電ま 

電通え 











































































1 曰 

RQT8122 


m 


イスプレイ表示 


ンネルソースの高音質機能 


2CH 

MIX 

kHz 

MHz 


r DIGITAL INPUT- 

c □回回 
(js] LSBj m] 
回画 


SOUND MODE-i 

□□ DIGITAL EX AAC 
DTS-ES DTS 96/24 
□□EX NEO：6 SFC 
□□ PLix STEREO 


デジタル入力表示サウンドモード表示 
デジタル入力表示について 

表示が点!灯ずるとき 

•デジタル信号が入ったとを 

•「入力信号の設定」（ィ12、 ] 3) を ' DIGITAL に切り換えたとき 

デジタル入力信号に含まれるチャンネルび表示されます。 

L :フ□ントチヤンネル（左） 

C :センターチヤンネル 

R :フ□ントチヤンネル（ち） 

S :サラウンドチヤンネルがモノラルの場含に表示 

LS :サラウンドチヤンネル（左） 

SB :サラウンドバックチヤンネル 
RS :サラウンドチヤンネル（ち） 

LFE :重低音効果チャンネル 

r お知5せ I 

表示が点灯していても、スピーカーを接続していない設定にし 
ている場を、そのチャンネルは出力されません。 （- H 2、13) 
ヴウンドモード表示について 

デコードお式により次のランプが点灯します。 

□□ DIGITAL :ドルビーデジタルデコーダーが動作しているとき 
□□ DIGITAL EX :ドルビーデジタルの日.1チャンネルやドルビーデジタル 
サラウンド EX にドルビーデジタル EX デコーダー（ドル 
ビープ□□ジック nx デコーダー)が動作しているとさ 
□□ EX : DTS や AAC の已 .1 チャンネルにドルビーデジタル EX デコー 
ダー(ドルビープ□□ジック nx デコーダー)が動作しているとを 
DTS : DTS デコーターが動作しているとさ 
DTS 96/24 : DTS 目6/24デコーターが動作しているとき 
DTS-ES : DTS - ES ディスクリートデコーダーやマトリック 
スデコーダーが動作しているとさ 
AAC : AAC デコーダーが動作しているとき 
STEREO : 2チヤンネルのステレオソースを再生しているとさ 
□□ PLnx :ドルビープ□□ジック nx デコーダーを使用しているとさ 
サラウンドバックスピーカーを接続していない設定の場合は 
(一] 2、13)、2チヤンネルのステレオソースにドルビー 
プ□□ジック nx を使用すると、" □□ PLn " と表示され 
ます（ドルビープ nn ジック n デコーダーを使用しています)。 
NEO :6 : DTSNE 日;目マト U ックスデコーダーを使用しているとき 
SFC : SFC 機能を使用しているとき 


デュアルアンプ 

I DUAL AMP 


2チヤンネルのステレオ再生中に、使用されていないマルチチヤンネル 
用アンプを利巧して、1つのスピーカーを2つのアンプで駆動します。 
通常の再生よりわ明瞭で高音質なステレオサウンドび楽しめます。 

DUAL AMP が働かないとき 

•スピーカーび全て OFF の時 
•マルチチヤンネル再生している時 

參ドルビープ□□ジック nx 、 DTSNE 0: 日、 SFC を使用している時（一>1日） 
機能が働かないときは 、 DUAL AMP ランプが消なしていまず。 

バイアンプ 

■ BI-AMP _ 

BI - AMP は、 BI - WIRE スピーカーの高周波域と低周波域をそ 
れぞれ別のアンプで駆動しまず。 

明瞭で高音質な BI - AMP ステレオサウンドび楽しめます。 


フ□ントス ピーカーが BI - W 旧 E 対応 スピーカーのと きのみ 


一 9) 

" BI - WIRE " 


I BI - WIRE 接続していることを確かめる 

• r フ□ントスピーカーの接続の設定」 で、 

にする（- M 2、 13) 

BI - AMP び働くとき 

参アナログ入力 ( DVD 己巳 H しソ外）を再生したとき 
• 2チヤンネルの PCM 信号を再生したとさ 

团-邮旧 E 設定にしている場合' li 能が働かないときは BI-AMP ランプがミ削 I しまず。 


DVD 才ーデイオの再生 


DVD アナ□グ 6 CH 


アナ□グ日 CH 接続していることを確認ずる。（一4または巳） 
'[SPEAKERS A ] または BI - W 旧 E スピーカーを「入」 I 
の状態にして、セレクターを" DWT にずる。（一 >14) 
iDVD レコーダーと接続している場合（->4)、 
セレクタ-を"口 W " にして いると、再生で きません。 
DVD に切り換えてください。 

' DVD6CH " び表ぉされるまで■.雙 J きす至に也; 

DVD か表术され 
るまで押したままに 
する 


フ掷- 


-アナ□ダ 6 GH 


押したままにする 


DVD 6 CH 


•本機でのスピーカーの設定（一] 2、13、 22) は、無効に 
なりまず。 DVD レコーダーや DVD プレーヤー側で、スピー 
カーの有無やサイズを設定してください。 

■ 吕チャンネルの高音質を楽しむ 

サンプ U ング周波数び192 kHz で2チャンネルソースの DVD 
オーディオを高音質なステレオヴウンドで楽しめまず。 

1. " D 1/ D 6 CH " を稱除してくださし、。（ィ上記） 

2. 「入力信号の設定」 で、入力信号をアナ□グに固定してくだ 
さい。（- M 2、 13) 


スピーカー己 を使う 


I □□ DIGITAL EX と □□ EX は、サラウンドバックスピーカーを1本フ□ント B 端子に接続したスピーカーから音声を出力します。 
接続している設定（一»12、1 3) にしたとをのみ表示されます。 


サウンドモードの音響効果については、16ページをご覧ください。 


SPEAKERSb 


〇 


巧す 


2CH 

MIX 


- SPEAKERS - 

回 


ドルビープ□□ジック 

Dolby Pro Logic Hx について 

ドルビーサラウンドや 2 チヤンネルのあらゆる 
ソースをよりリアルな音場で再生するために開発された 
デコードシステムです。 

已 .1 チヤンネルソースに SB を加えた 7.1 /已 .1 チヤンネルサラ 
ウンド音声を楽しめまず。サラウンドチヤンネルをステレオ音声、 
フルレンジ（音声帯域び20 Hz 〜20 kHz ) で再生します。 

DTS NEO :6 について 

DTS 社び開発したサラウンドデコードシステムです。2チヤ 
ンネルのステレオソースなどを、をチヤンネルで再生します。 


•スピーカー B は、2チヤンネルのみの再生になります。 
•スピーカー B のみ選択している場合、デジタル接続でをチ 
ヤンネル再生すると、 「2 CH MIX 」 び表示されます。 

参 A 端子に接続したスピーカーの音を消したい場合は、 
[SPEAKERS A ] を押して"凸"を消してください。 

• DVD アナログ巨 CH を選がしているとさは、フ□ント2チ 
ヤンネルの音声び出力されます。 

スピーカ ー B のみ選択している場合、スピーカー設定（一12、 
13、 22) の内容にかかわ6ず、 L ソ下の動作状態に固定されまず。 

•スピーカーのサイズ： LARGE (ラージ）サブウー八一:無し 
(ほ域成分はフ□ントスピーカーから出力されまず） 


楽しむ 


ホームシアタ—を楽しむ 





































音質-音場効果/便利な機能 


ド ルビー プ□□ジック瓜、 DTS NE0:6 、 
SFC が使えないを件については 27 ぺージ 
をご覧ください。 


サウンドモード 


16 


サラウンド効果を加えたり、ステレオソースををチヤンネルで聞くことができます。 

DOLBY PRO LOGIC nx 

•ステレオソース（音源）を多チヤンネルで楽しめます。 

• ドルビーデジタルや DTS の已 .1 チヤンネルのソース（音源）を 7.1 や 6.1 チヤンネルで楽しむことびできます。 
■ドルビーデジタル EX ソースのサラウンドバックチヤンネルを有効にします。 

□□ •‘‘ G/WW ど’ モードは、入力信号び2チヤンネルのステレオの 

プ□□ジリク nx 


巧して還ぶ 



場合に使えます。ただし、スピーカー設定をフロントと 
センターのみにしている場合は使用できません。 

r サラウンドバックス ピーカーの 設定」（->12、 13) が、 "1 SPKR "(1 本接続）で、ド ルビーデジタル や DTS 



• ステレオソース（音源）を多チヤンネルで楽しめます。 

• ドルビーデジタルや DTS の已 .1 チヤンネルのソース（音源）を 6.1 チヤンネルで楽しむことびでさます。 

解除するには 


N 齡 


巧して選ぶ 



豈巧ず 


>ドルビーデジタルや DTS の2チヤンネルソー 
スで、デジタル入力表示の LJJ び点灯する場合、 
" CINEMA " モードのみ使えます。 

>ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の2チヤンネ 
ルソースで、デジタル入力表示の臣□び点灯し 
ない場合、 " MUSIC — モードのみ使えます。 


「ス ピーカーの 有無とサイズの設定」（斗吕 2) で、ずべての スピーカーを 
"レ W ? G £" に設定した場合、2チヤンネルのステレオ ソース に DTS NE 0:6 
を 使用してをサブゥー八一か5音声は出力されません。 

ヴウンドフィールドコント□ール 

SFC (Sound Field Control) 

ドルビーデジタル、 DTS 、 アナ□グや PCM のソース（音源）に好みの臨場感や広がり感を与えたサラウンドび楽しめます。 


ミト^ク 


押して選ぶ 


I LIVE VH 户 〇が円 0 が Vl VOCAL Vl JAZZ Vf DANCE] 

£ ■ 


MUSIC 


L / l/E (ライブ） 

大きなコンヴートホールにいる 
よラな音の反響と広び0。 
P 0 P / R 0 CK が、ッ: f/U ック) 

ポピュラーや□ック音楽に適した効果。 


VOCAL (ボーカル） 

ボーカルの靑を隙立たせる効果。 
JAZZ ( ジャズ） 

ジヤズクラブのよラな狭い部屋 
での音の反響。 


DANCE (ダンス） 

ダンスホールのよラな広い空間 
で響いている音の広びり感。 


STv も - 


I DRAMA^\ ACTION^] SPORTS Vl MUSICAL^l GAME 

Z ■ 


巧して還ぶ 

Amom 


DRAMA (ドラマ） 

SPORTS (スポーツ） 

GAME (ゲーム） 

セ U フび^インになるよラなド 

スポーツ観戦をしているような 

迫力のあるヴウンドでゲームな 

フマ[し適 した 効果。 

臨場感。 

どを楽しむとを。 

ACTION (アクション） 

MUSICAL (ミュージカル） 


迫力のあるアクション映画に適 

ミュージカル劇場にいるような 


した効果。 

臨場感。 



解除ずるには 


巧ず 


I お知5せ I 

各モードは、 

ミぶが AV 万ービ- 

( —1 または(7—) 

を押してから、 

mm 

を押してを、 
選べます。 


入カソースとモードの組み合わせにより、音がひずんだように聞こえることがありまず。 

その場合は、 EFFECT 調壁（一 17) で効果のレベルを下げるか、上記の操作で他のモードを還んでみてください。 

参ドルビープロロジック nx 、 DTS NEO : 日、 SFC の各モードを同時に使用することはできません。 

む下の場合、ドルビープ□□ジック nx 、 DTS NEO : 臣、 SFC のさモードは解除されます。 

♦マルチソース U . マスターを使用したとを（斗 17) 

• r スピーカーの有無の設定」、「サラウンドバックスピーカーの設定」、「スピーカーの有無とサイズの設定 J を行ったとき （ィ 12、13、 22) 


芭岂宣 J 

芭 fQ - 漂 

i:GS 爲 

憂庶 







































































その他リモコンで行える調整/便利な機能 
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RQT8122 


音醬効果をさ日に調壁する 

各モードについては、左ページを参照してください。 

〔 DOLBY PRO LOGIC Hx _ ィ 

mMusic で行えます 

(入カソース（音源）び2チャンネルのステレオのときに使巧でをます） 

デイメンジヨンコントロール 

M DIMEN (Dimension Control ) 

フ□ントとヴラウンドスピーカーの出カバランスを調整できます。 
調整範囲：-3(サラウンドび強くなる）〜+3(フロントび強くなる） 
巧期設定： 0 

エフェクト 、 - + ' 


巧して " D/MEAT を還び 


巧して調壁する 

■ル 


■ C-WDTH (Center Width Control) 

フ□ントとセンタースピーカーの音を全体的に調整して、より自然 
な音楽再生びでさます。 

調整範囲： 0(センターびはっをりする）〜7(センターび広びる） 

巧期設定： 3 

口 I ル 、 一 + 

口 ► 回邑 

巧して " C - WD 7 W " を還び 巧して調壁する 

■ PANORAMA 

さらなる広びりによって音楽に包まれるよラな感覚び得られ 
ます。 

初期設定： OFF 

口 ^ 昼宣 

巧して " PANORAMA !’ を選び 巧して"加/"または " OFF " を選ぶ 

( ディうィスネオ ） 

^ DTS NEO;6 _ J 

• MUS/C で行えます 

センターイメージコント□-ル 

■ C-/MG (Center Image Control) 

フ□ントとセンタースピーカーの音を全体的に調整して、より自然な 
音楽再生がでさます。 

調整範囲： 0(センターがはっきりする）〜5(センターが広がる） 
初期設定： 2 

::フエクト 、 + 

口 ► 回邑 

巧して " C -// WG " を選び 巧して調藝ずる 


サウンドフイールドコント□-ル 

SFC (Sound Field Control ) 


•すべてのモードで行えます 

(スピーカーごとに調整して巧みのサウンドを作ることびでをまず。） 

■ 化カレべルを調醫ずる 

C (センター )、/? S (ちサラウンド )、 SSB (ちサラウンドバック )、 SSL (ち 
サラウンドバック）（サラウンドバック1本時は S が、 LS (左サラウンド） 


調整範囲： -10 祀〜+10 dB 

SW (サフウー八一) 

調整範囲：…（切)、(最ル)、 

レベル ^ 

口 ► 

巧して、さ スピーカーを 遺び 


19、 MAX ■(最大） 

昼宣 

巧して調整ずる 


■ 効果の韩崩を調普ずる 

調整範囲： EFFECT 1 撮ル）〜 EFFECT 10 攝ガ 
初期設定 ： EFFECTS 

エフェクト 


► 


巧ず 


固食 

巧して調壁する 


お知6せ 


r スピーカーの 有無の設定」 で、無しに設定しているスピーカー 
は調整できません。 (- M 2、 13) 


サブウー八ーレベルの調壁 

ソース（音源）を再生中に出カレベルを調整でをまず。重巧音 
に物足りなさを感じたり、抑えて出力させたいなど、好みにあ 
わせて調整でをます。 

サブウ - A - 



現在の設定び表示されまず。 

初期設定は ' SW 10" です。 

を選ぶとサブウー八一から音は出ません。 


I お知5せ I 

•サブウー八ーレベルび高い状態で本機の音量を上げると、 
サブウー八一から出力される音びひずんで聞こえることびあ 
ります。この場合はサブウー八ーレべ J レを下ばてください。 
•細かく設定したいときは、 「スピーカー出力のお認と調整」 
で、出カレベルを調整してください。（- >13) 

• DVD アナ□グ 6 CH び選ばれている場合は、この機能は使 
えません。（一>1已） 

より自然な音で聞く（マルチソースリ.マスター) 

ソース（音源）に記録されていない高い周波数信号を付け加え I 
ることで、より自然で豊かな音質び楽しめます。 


す冥な-巧して選ぶ 

r ~~1表ホ部に 

^- - " RE - MASTER " と 

表示されます。 


EFFECT 1 


EFFECT 1: テンポのまい®(ポップスやロックなど） 
EFFECT 2 :さまざまなテンポの巧（ジャズなど） 
EFFECTS :ゆっくりした曲（クラシックなど） 
EFFECT 4 :圧縮して記録された音楽ディスクなど 
OFF ： 切（初期設定） 


I お知己せ I 

参 DTS 日已/24 、 または PCM のヴンプ U ング周波数び 
48 kHz を超える場合は使用でさません。 

liTF の場合、 マルチソース リ. マスターは 解除されます。 

♦ドルビープロ□ジック nx 、 DTSNE 0: 日、 SFC を使用したとき 

• r スピーカーの有無の設定 J 、「サラウンドバックスピーカーの設定」、 
r スピーカーの有無とサイズの設定 J を行ったとき（一>12、13、 22) 

一時的に音を消す 

機能び働いている間、表示部に MUTING IS ON " と繰り返し 
表示（スク□ール）されまず。 

:肖な 

C1 巧ず ufr/vGn 

♦ちラー度押ずと、解除されまず。 


お知6せ 


電源を切ると、消音は解除されます。 

表示部を暗くする（デイマー） 

デイマ- 

{ ~ ) 巧ず 

、 -表示部び暗くなります。 

♦ちラー度押ずと、解除されまず。 


お知己せ 


本体操作で、表示部の明るさの調整びでさます。（- >18) 


楽しむ 


音質•音場効果\便利な機能 
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音質-音場効果/便利な機能 


(つヴを） 


マルチコント□-ルで行える調整/便利な機能 



マルチコント□- ルモー ドに入る 


IULTI 

INTROL 


◎巧す 


I MULTI CONTROL] 


各設定を行う 
音質の調壁 

BASS 他音）と TREBLE 搞音）を調整できます。 

1. " TONE — を選び、ミ夫定 


TONE 


2."みげ S ° または"77?£化ピ’を選び、ミ夫定 


BASS 


I 


BASS. TREBLE 


3.調整し、ミカ定 


音■バランスの調壁 


OdB 


I -10 dB — +10 dB 


左ちフロントスピーカーの出カバランスを調整でさます。 
L :左フロント/?:ちフロント 

1. " BALANCE " を選び、 

ミ央定 


BALANCE 


2.調整し、ミカ定 


A 


>バーの表示は目まです。 


ス U —プタイマー 

設定した時間び経過ずると自動的に電源び切れます。就寝時 
などに便利です。30、60、90、120分の設定びでさまず。 

1 ." SLEEP " を選び、巧定 
吕.時間を選び、巧定 


SLEEP 


OFF 


[ OFF 、30' 60、90、 120 I 

• 解除するには OFF を還ぶ 
• 設定すると表示部に " SLEEP " び表示されます。 

♦一度設定すると、手順2.で残り時間び表示されまず。 
•設定をやり直ずには、手順2.でちラー度時間を設定し 
て < ださい。 

二重音声の切り換え 

BS デジタル放送の AAC 信号やドルビーデジタル 、 DTS 
の二重音声を切り換えることびできます。（二重音声信号を 
受信すると表示部に ‘‘ DWr と表示されます。） 

1." OPnOAT を選び、ミ夫定 


OPTION 


吕. ''DUAL PRG ” を選び、 
ミ央定 

3. 音声を選び、決定 


DUAL PRG 


MAIN 


MAIN ■ 主音声 SUB -副音声 
MAIN+$UB :主十副音声 


表示部の明るさを調壁する 

部屋を暗くして、映画を見るとさなどに便利でず。 
化!/化パ明）から化化/ ■ 3 ( 瞄の間で調整できます。 

1 . を還び、ミ夫定 


DIMMER 


2. " OAT を選び、ミカ定 
•解除ずるには 

OFF を還ぶ 

3. 設定を選び、決定 


ON 


OFF 彻）、 OW (入） 


LEVEL 2 


LEVEL 1' LEVEL 2、 LEVEL 3 


•本体と u モコンの操作時は、一時解除されまず。 


ル音量でも聞きやすくする 

音声信号の最大音と最ル音の差を圧縮し、音場に影響するこ 
となくル音量でをセ U フを聞きやすい音にしまず。深夜など 
大をな音を出せない場合に便利です。 


ダイナミツクレンジの圧縮に対応したドルビーデジタルのみ 


1. " OPTION " を選び、ミ夫定 

2. "DR COMP " を還び、巧定 

3. 設定を選び、決定 


OPTION 


DR COMP 


OFF 


OFF :通南の再生 

STANDARD :ソフト制作ちび家庭用として巧奨ずる圧縮レベル 
MAX :深夜視聴を前提とした最大の圧縮 


"が/7■"を選び、巧定 

MULTI 

"© 数回巧ず 


EXIT 
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> マルチコント□-ルのメニューと初期設定の状態については 
2巨ページを参照ください。 


アッテネーターの切り換え 

アナ□グ入力で再を中、音びひずみ、表示部に OVERFLOW " 
び点灯した場合は " ON 认)" にしてください。 

1 ."OPTVOAT を選び、決定 


OPTION 


2."ル D ATT " を選び、巧定 fi/D /\JJ 


3."0が’を還び、ミ夫定 


ON 


I 


OFF (棚、 OW (入） 


♦辆除するには "OFF" を運ぶ 


購入時の状態に戻す （ RESET 機能） 

メモ U - したラジオのチャンネル（->21 ) を除くすべての 
設定を購入時の状態に戻しまず。 

必要に応じて再度設定を行って < ださい。 

• U セツトずると、入カソースはラジオ(プリセツトチヤンネル 1) 
になります。 


1 . "0 P 770 A /" を選び、ミカ定 

2. "/?£ S £7*’ を選び、ミカ定 

3. " YES ' を選び、巧定 


OPTION 


RESET . 


YES 


YES、NO 


♦中止するには "A/0" を還ぶ 


へツドホンをほう 


SPEAKERS 



へッドホン（月 IJ 売 0) 推奨品： RP - HT 巳3日、 RP - HT 242 

■ ずべてのスピーカーを r 切」にずる 
I SPEAKERS 巧して"口""回"を消す 

■ 〇 〇 


( BI - W 旧 E 接続の場合） 


-SPEAKERS- 


■ 音量を下げ、へッドホンを接続ずる 

参プラグタイプ：ステレオ大型 （ MS ) 

E 音量を調壁する 

参耳を刺激ずるよラな大さな音で、長時間聞くことは遐けてください。 
•ずべてのスピーカーを r 切」にずると、2チャンネルのみの 
再生になり、をチャンネルソース（音源）は、強制的に 2 CH 
MIX になります。 

♦アナ□グ日 CH 接続で再生しているときは、フロント2チヤ 
ンネルの音声び出力されます。 


別売り品の品番は、200己年2月現在のちのです。 
品番は変更されることびあります。 


-音のエチケッ I - 

楽しい音楽ち時と場所によっては気 
になるちのです。特に静かな夜間 
には窓を閉めたり、へッドホンをご 
使用になるのち一つの方法です。 音のエチケット 

シンボルマーク 



録音 ♦ 録画 


•本機の‘‘ DVD レコーダー"端子に接続した DVD レコーダー 
に録音 •録画できます。 (->4、巳） 

•本機の"テープ’’端テに接続したカセットデッキに録音でを 
ます。 （- M 0) 

•録音、録画、再生機器の説明書ちご覧ください。 

パ 、 input selector 


PO«B . 9. 

♦ o o ♦ 


】 と參拳-み 





録音 • 録画ずるソース 
(音源）を選ぶ 


INPUT SELECTOR 


◎回す 

且 録音 • 録画を始める 

| c | 録音-録画ずるソース（音源）の再生を始める 

•"テープ再生（入力)"端テの音声は、"テープ録音（出力)’’端 
子から出力されません。 

• " DVD レコーダー~入力端子の音声は、 " DVD レコーダー"出力 
端子か5出力されません。 

•デジタル信号を"テープ"端子や " DVD レコーダー"端テへ出力 
ずることはできません。アナ□グ接続して " ANALOG " を選ん 
でください。（->4、10、12、 13) 

参 DVD でアナログ日 CH 入力を選んだ場合は、フ□ント2チ 
ャンネ J レの音声しか録音でさません。 

•コピーガードされた DVD などは DVD レコーダーに録画で 
をません。 
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楽しむ 


音質.音場効果\便利な機能(つづき)/ヘッドホンを使う\録音.録画 


















































ラジオを聞 < 



ラジオ 


CDCDCD^ 


口 

- A •ンド 

①③③ 
④⑤⑥ 
⑦—裙 
砸） 


:爆駆 


周波数を合わせて放送局を選ぶ 

U モコンで操作する 

1 

^ラジオ受信中に雑音がをいとを ) 


数字ボタンを使って直接放送局を指定でさまず。 

"TUNEFf を還ぶ 
ラジオ 

口 

"バンド 


■ FM ステレオ放送で雑音び多いとき （ FM モード） 

モノラル音青に切り換えて、雑音を減6しまず。 

1. マルチコント□-ルモードに入る 


巧ず 

" FM " または •■4/ W " を還ぶ 

r \ A " ンド删り換わるまで- 
巧したままにずる 


TUNER 

MULTI 

CONTROL 


◎巧す 

1 MULTI CONTROL 1 



ダイレクトチューニングモードにずる 

巧 


寒]-ニンク’ 

微 


押ず 



2. 

TUNER " を選ひ、決定 

TUNER 


FM 76.0 MHz 

3. 

"FM MODE " を還び、 ミ央定 




FM MODE 


ドにずる 

4. 

" M 0 A /0" を選び、決定 



FM MHz 

MONO 

—1 AUTO. MONOj 


力ーソル 


周波数を入力する 

◎ ◎ © 

約10秒の間に押す 

喊喊（力-ソルび点滅していまず） 

◎③©例： 88 .1 MHz に合わせる 
® ③一® 一©を巧す。 

参周波数び正し<入力されると、周波数び一度点滅し、 
そのを、点灯状態になります。 

♦受信でをない周波数を入力ずるとび表示さ 
_ れます。をラー度入力し直してください。 

本体で操作ずる 

" TUNER " を選ぶ 


■解除するには "AUTO" を還ぶ 
•モノラル音声に設定ずると表示部に " MONO " び点なします。 


已. 


MULTI 

COffTHOL 

〇 


2回巧して、 " EXIT — を違び' ミ夫定 


EXIT 


「お知5せ1 

♦モノラル音声に設定した状態で、放送局を変更したり、ソース 
を切り換えたり、電源を切ったりずるとモノラ j レの設定は稱除 
されて、 V » UTO " に戻りまず。 

• " MONO " で記憶させたプ U セットチャンネル（一21 ) を受 
信しているとさ、一時的に " AUTO " に切り換えることはでさ 
まず。プ U セットチャンネルの設定は変更できません。 

■ AM 放送で雑音び多いとさ（ビートプルーフモード） 


INPJT 站 LECTOR 

〇 


TUNER 


"円 W " または " AM " を還ぶ 
BAND 

Q } 甲ず 


I . マルチコント□-ルモードに入る 

MULTI 

CONTROL _ 

©巧ず 


I MULTI control! 


巧みの放送局を受信ずる 
巧ず 


一 TUNE へ 

〇 〇 


こ TUNED ST つ 

FT , 


88. 1 MHz 


2. "OPTYOAT を選び、決定 

3. "S PROOF " を還び、巧定 


OPTION 


BPROOF 


TUNED :正確に受信すると点打 

ST : FM ステレオ放送を受信すると点な 


4. "MODE A " または " M 0 DEB " を選び、ミ夫定 

参雑音の少ないモードを 
還んでください。 


MODE A 


■自動的に還局ずるには（才ートチューニング） 

ボタンを長く巧し、周波数表示が変わり始めた日指を離ず 

♦最初に受信した放送局で自動停止します。 

•オートチューニング中、周囲に電波妨害びあると、放 
送局を受信せずに停止ずることびありまず。 


ェ 


MODE A. MODEBl 


已. cgL 2 刚甲して、‘‘ EX/r を選び、決定 


EXIT I 


お知 S せ 


>ラジオ受信中に本機や DVD レコーダーなどの各機器の影響で、ノイズ 
び発をすることびあります。そのとさは各機器の電源を切るか 、 AM 
ループアンテナを各機器(本機を含む)からでをるだけ離してください。 




























































































•マルチコント□-ルのメニューと初期設定の状態については2日ページを参照ください。 


本機のプリセツトチャンネルに周波数をメモリー(最大30局）すると、受信が簡単になります。 
自動で記憶させる（才ートメモリー） 


本体操作のみ 


受信できる放送局をあい周波数から順に自動で記憶していきまず。 
FM 局：1 〜30チヤンネルに記憶 
AM 局： 21〜30チヤンネルに記憶 

■ 化ずホに FM 局から行って<だ?^い。巧にする卜 AM 局の 

メモ I 」一が消3てしまいます。 

FM の場合は 76.0 MHz 、 

AM の場合は已22 kHz に合わせる 
マルチコント□- ルモー ドに入る 

MULTI 
CONTROL 


日 


◎巧ず 
"TUWB?" を選び、ミカ定 

を選び、ミカ定 
''START" を選び、巧定 


I MULTI CONTROL I 


TUNER 


AUTO MEM 


START 


•中止するには " cancel ’ を還ぶ 

参オートメモ1」一び始まり、" の" び点滅します。 
•放送局び記憶されるとメモ1」一したチヤンネルと 
"の" 表示び約1砂間点灯します。 

参オートメモ I 」一び終了ずると、最後に記憶された 
放送局の周波数び表示されます。 


お知6せ 


手動で記憶させる（マニュアルメモリー)本体操作のみ 


巧みの放送局を好みのチヤンネルに記憶できます。 

D 巧みの放送局を受信ずる 

マルチコント□- ルモー ドに入る 


MULTI 

CONTROL 


◎巧ず 
"n ； A/£R" を選び、決定 

ドを選び、ミ夫定 

記憶させるチヤンネル 
を還び、巧定 


I MULTI CONTROL I 


TUNER 


MEMORY 


CH 1 


j 


CHI — CH 30 


> チャンネルをま定すると "STORED" び表示されます。 


「お知己せ] 

•続けてメモ U —する場合は手順1から行ってくださ 
い。 

♦放送受信を "MONO" に設定した状態もメモリーでをま 
す。 （一 20) 

回巧して、 "EXIT" を選び、ミ夫定 


メモリーした放送局を聞く 

■チヤンネルを切り換える 


U モコンで操作 


チヤンネル 


巧す 


(または） 

■数字ボタジでチヤンネルを入力する 


◎ ◎③ 
⑩® © 
◎③吗 n 


巧す 


チヤンネル10しソ上の遅びち 
例： 一卽 


10轉 

2已 


@ 

③ 


© 


巧す 


電波び弱い、あるいは強すざるなどの理由で正確にオートメモ 
U - でさないことびあります。その場合はマニュアルメモリー 
を行って< ださい。 


f 甲ず 


CH 1 


プ U セツトボタンを巧ず 

PRESET 

〇 

チヤンネルを選ぶ 

!■ ^TUNE 八 

■ 〇 〇 

H ♦約5砂間の点滅のあと、確定します。 

I •ボタンを押したままにずると、チヤンネルを早送りで 
きまず。 

(FM 屋外アンテナの利用 つ 

参山間部や鉄おコンクリート建てのビルの中などで、電波を受 
信しにくい場合は、屋外アンテナを接続してください。 

参アンテナ線（同軸ケーブル）をアンテナプラグ（市販）に取り 
付けて、後面に接続します。付属の FM アンテナは外して 
<ださい。 

■アンテナプラグの接続 


アンテナプラグ 


i 

>75 。 

FM アンテナ 





FM 屋外 
アンテナ 


お知6せ 


分配器でテレビのアンテナと本機に接続する FM 屋外アンテナ 
を共用すると、テレビ画面の乱れの原因になる場合びありまず。 



CH 1 


CH 1 


EXIT 


Fstart . cancel I 



メモリーした放送局を聞く 本体で操作 


楽 

し 

む 


放送局を記憶させて聞く 


ラジオを聞ぐ 
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設定ずる（応用) 

基本的な設定をするには、12、13ページをご覧ください。 


INPUT SELECTOR 


B «ぶろ TTo ちがる 


] い-，•..み 



MULTI 
CONTROL ENTER 


◎- 0 - 

、NCEL 

MULTI 

マルチコント□-ルモードに入る ◎ f 甲ず 


マルチコントロールモードの冨本操作 

enter ' CONTROL ひとつ励こ戻る/ 

0キャンセル 


/ て-! • 

◎伽て‘ 


み巧して 


ミ夫定 


押す 


I MULTI control) 


B 


"SETUP 2 " を選ぶ 

^ADVANCE SETUP ” と表おび流れまず） 


SETUP 21 


各設定を行う 


"距離の設定"を巧 5 場合は、あ 5 かじめ 
さスピーカーと視聴位置との距離を測って 
おいて < ださい。 

スピーカーの設置と視聴位置については 
8ページをご覧ください。 
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I 


スピーカーの 有無とサイズの設定 

スピーカーにより、再をでさる周波数帯域は 
異なります。特にほ音域を不足することなく 
再をさせるためにサイズの設定を行います。 
♦サイズを " SMALL " に設定した場合、 
ほ域フイルターの設定を行って<ださ 
い。（一下記） 

下記の場ろ' 自動のに話を六れます 

• FRONT を " SMALL " にすると SUB - 
W 用は "YES 

• SUB-WFR ^ " NO " にすると、 
FRONT は ‘ l / WGE " 

• r スピーカーの有無の設定」 （- M 2、 

1 3) で設定されたサフウー八一の有無 
ち連動して、切り換わります。 


距離の設定 

本機は、フロント/センター/サラウンド/ 
サラウンドバックス ピーカーから 視聴位 
置までの距離を設定することで、視聴位 
置に届く音の遅を時間を自動的に算出 
し、捕正します。 


ほ域フイルターの設定 

スピーカーのサイズを "S ル MLL" に設定し 
た場合のみ行ってください。 

スピーカーが SMALL の場合は1氏音域 
を十分に再生することびでさません。再 
生でさる周波数に応じてほ域フィルター 
の周波数を設定し、不足している1氏音域 
をサブウーノ V —に出力させます。 


パイアンプの設定 

フ□ントスピーカーを团 -W 旧 E に設定し 
てし巧場合に表示されまず。 （ 一12、 13) 

BI-WIRE 接続スピーカーの HF (高 
域）と LF り氏域） の 出カバランスを 
調整します。 

また、 スピーカーの HF (高域）と 
LF (ほ域） の ずれによる音声の遅延 
時間を巧正します。 


/ずれ 
―1| 


スピーカー 
(横側、断面図） 


1." がのを選び、ミ夫定 


が£4がが] 


2. スピーカーを 選び、ミ夫定 


SUB-WFR 


SUB - WFR ' FRONT ' CENTER 、 
SURROUND、SUR BACK 


3. 設定を変更し、巧定 


YES 


SUB-WFR (サブウー;!、一） 

YES ■■ 接続している A/0 :接続していない 

円? OA/r (フ□ント） /CEA/TE/? (センター）/ SW?flOt/A の （サラウンド） 
NONE (センター、サラウンドのみ）： 接続していない 
LARGE :100 Hz け下の低音域び十分に巧をできるスピーカーを接続している 
SMALL : LARGE のま件に満たないスピーカーを接続している 
SUR SACK •(サラウンドバック） 

NONE :接続していない 1 SPKR : 1本接続している 2SPKRS : 2本接続している 


フ□ントスピーカーを"し 4 RG ピ’にした場合のお知6せ 

参アナ□グや PCM をステレオで再生している場合、サフウー八一か 
ら音声び出力されます。 

参ドルビ-デジタル、 DTS 、 AAC の2チャンネルソ-スをステレオで再化てりる場合、ソ-ス 
に舒れる LFE 厘低音効果チャンネル)信号な外は、サ乃-パ-か日出力されません。 


1. “ DISTANCE " を選び、決定 


DISTANCE 


2. スピーカーを 選び、ミ夫定 


FRONT 


FRONT' CENTER. 
SURROUND. SUR BACK 


3. 距離を設定し、巧定 


3.0 


1.0m 〜 10.0m 


1 ."円 LTER " を還び、巧定 


FILTER 


2.低域フィルターの周波数を 
選び、ミ夫定 

"SMALL " にした 

全ての スピーカー 
に設定されます。 


100 


80 : 80 Hz (下のほ音域をサブウ ー; V - に出力させる 
100 :100 Hz な下の低音なをサブウ ー A — に出力さはる 
150 :150 Hz な下のほ音域をサブウー A —に出力させる 
200 : 200 Hz な下のほ音域をサブウー A —に出力させる 


を選び、決定 

2.' て访。方お专蜜が、-み是 


BI-AMP 


BALANCE 


3.調壁し、ミ夫定 

H : HF 搞城 


L : LF 他规 


A 


>バーの 表示は 
目まです。 


を還び 、巧定 

2. "HFPW が " を選び、巧定 


BI-AMP 


HF PHASE 


3.調壁し、巧定 


mm 


10 mm ごとに切り換えられます。 


" EWT ■"を選び、設定を終える 

MULTI 

◎ 数回巧して 


お知 5 せ 


EXIT _選び 


ENTER 

〇 


押す 


本機の電源を切ってを、設定の内容は記憶 
されます。 


HF と LFQ ずれ補正 


パランスの調藝 


RQT8122 
















































































































































操作ずる機器に向けて 


チヤ抑し 


■— AV システム 

— U — V 

テレビ フ’レーヤー 

- jt -:; "丹□か排 

①③⑤ 
④⑤⑥ 

③ダ鑑綱 
珍 J し 

_ fgeM rsara 

I SSD SD (SS 

トン : /J r ス日-/サ-チ、 

№1闇 

再生 ナビ 機能選択 

「• 

トツ了メニユ- 



本機の入力を "Tir 
に切り換える/リモ 
コンをテレビ操作 
モードに切り換える 

テレビ "1 

1 1 

テレビ操作の前にぶ、 

ず巧ってください 。 J 

テレビの電源を入/ 
切ずる 

AV シ方ム 、 

テレビのテレビ/ビデ 
才入力を切り換える 

入力切換 

i ~ 1 

テレビの音量を調 
整ずる 

サぶ谎 リタ-ン 

を参 

テしビ音量ーテレビ音量+ 

地上デジタル放送 
に切換える 

阿 1 

スキップ」 

BS 放送に切換え 
る 

V 

函 


DVD プレーヤー 


f 


本機の入力を " DW 

DVD 

プレ-卜 

に切り換える/ 

1 ~1 

リモコンを DVD 
プレーヤー操作 

-巧が 6 CH 

モードに切り換え 
る 

DVD プレーヤー操作 

の前に必ず巧って< 

ださい。 

V 

J 


r お知5せ I 

参当社製の DVD プレーヤー 
には、 [機能選択] ボタンで、 
「画面表示 （□旧 PLAY)」 
機能び動作する機種をあり 

ctn 9 〇 


DVD プレーヤー 
の電源を入/切ずる 

胎ステム 

トラックやチャプ 
夕一を巧び越ず 
(スキップ） 

((な>11四 )I 

L スキップ」 

見たい場所を探ず 
(サーチ） 

〇圖 

厂ス□-/ヴーチ 

ス□-再生 

励厨 

厂ス □- /ヴーチ 

再生を始める 

函 

再生ナビ（または 
トップメニュー）を 
表巧ずる 

再生ナビ 

♦ 

サブメニュー/ 
プレイリストを 
表でずる 

V 

サプにユ -/ 

プレイリスト 

• 

テレビ音量一 


23 
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■テレビのチャンネルが操作できなし嗎合は 

地上アナ□グのみ対応のテレビの場合、他の放 
送切り換えボタンを押すと、テレビのチャンネ 
ルび操作できなくなります。 

再度、[アナ□グ - i 也上]ボタンを押して、アナロ 
グ放送に切り換えてください。 


プリセット 
チヤンネルを 
選ぶ 


(順に還ぶ 
とを） 

(直接選ぶ 
とを） 


CS 放送に切換える 

参押すたびに、 CS1 と 
CS 吕び切り換わります。 



アナ□グ放送に 
切換える 


KgjiRgjJl 

画 

•■スキップ 


U モコンでテレビや DVD レコーターなどを操作ずる 

本機の他、 当社製 のテレビ、 DVD プレーヤー、 DVD レコーダー、ビデオデッキ、および CD プレーヤーを本機の U モコンで操作で 
さます。（ただし操作のでをない機種6あります。）各操作についてくわしくは、それぞれの機器の説明書をご覧ください。 


テレビ 


楽 

し 

む 


機能還択画面を 
表でずる 

機能選択 'I 

• 

前の画面に戻る 

リターン 

參 

テレ招量+ 

頂目を選ぶ 

[再をナビ、トップメニ 
ュー]、 [ヴフメニュー/ 
プレイリスト]や[機能 
選択]を押した後に操作 
して < ださい。 

巧 

因因 

因 

選んだ項目を実行 
ずる 

( 


トラックやチヤプ 
夕一を直接選ぶ 

1 

①⑤⑤ 

④⑤⑥ 

® ® % 

@) 骇 J 

例: 1 ① 

例；1 日轉- ①-娜 

1 ♦数字ボタンを巧した後、 
[決定]を押して実行す 
る機種わあります。 

一時停止ずる 


-時停止 

II 


コマ 戻し/ 

コマ 送りする 

[ 

麗1 

▼ 

] 


再生を停止する 

1 


1 J 


設定ずる(応用)\リモ n ンでテレビや D V D レ n I ダ—などを操作ずる 


A 蜘 V 


③⑥® CA 
③⑤_ 

①の®® 













































































































































操作する機器に向けて 


AV システム 



CDCDCDCy 

① ( D ⑤ 
④感⑥ 

み感鸣 
砸)⑩感 

商 rsEipa 

のの⑩面 

しスキツフ•了厂ス〇/サーチ 

lUO 喊 [ PEI ] 

再生ナビ mm 機能選択 

r @ 

トツでじュっ 




DVD 
レ〕卡 

本機の入力を‘ DW ’ 
に切り換える/ 

U モコンを DVD 
レコーダー操作 
モードに切り換える 

i ~1 

DVD レコーダー 操作 

の前に必ず巧って< 

ださい。 




/ 

DVD レコーダー 
の電源を入/切ずる 

AV 奶ム 

トラックやチャプ 
夕一を巧び越ず 
(スキップ） 

時 1 酉 

し スキッァ J 

見たい場所を探す 
(サーチ） 

([巧] II 巧]! 

厂ス□-/サーチ 

ス□-再生 

rairra 

厂ス□-/サーチ 

再生を始める 

四 

再生ナビ（または 
トップメニュー）を 

再生ナビ 

トッァむ- 

サブメニュー/ 
プレイリストを 
表巧する 

サブにユ - / 

プレイリスト 

m 

テレビ音量一 

機能選択画面を 
表でずる 

機能選択 

参 

前の画面に戻る 

V 

リターン 

テレビ音量+ J 


トラックやチヤプ 
ターを 直接選ぶ 


—時停止ずる 


I ♦数字ボタンを押した後、 
[決定]を押して実巧す 
る機種もあります。 


-時停正 

II 


コマ 戻し/ 
コマ 送りする 



DVD レコーダーの 
ドライブ （ A — ドデ 
ィスク、ディスク、 
SD など）を切り換 
える 


DVD L /〕- ダ- 


巧イブ選が 

口 

切り換わ5ないときは 

DVD レコーダー 側び、 
本機の U モコンの出す信 
号を認識していない可能 
性びあ0ます。 

下記の操作で信号を変更 
して、ちラー度切り換え 
てみてください。 

1. [ DVD レコーダー]を巧ず 

2. [決定]を押しなびら、 
[8] を約2秒押したまま 
にする 

もとに戻す場合は： 

上記2の操作で、[決定] 
を押しなび5、[日]を 
約2砂巧したままにする 


再生を停止ずる 


四 


項目を還ぶ 

[再生ナビ、トップメ 
ニュー]、[サブメニュ 
一/プレイ U スト]や 
[機能選択]を押した後 
に操作してください。 



選んだ頂目を実行 
ずる 




リロンでテレビや DVD レ]-夕-などを操作ずる (つヴを) 


DVD レコーダー 


し 本機のリモコンで当社製の DVD レコーダーを操作する場合は_ 

DVD レコーダーと本機の U モコンの U モコンモードを一致させてください。 

DVD レコーダーの U モコンモードに合わせて、本機の U モコンモードを切り換えます。 


巧したまま 


► 


の⑤⑤ 


「1」、「2」または「3」を 
2秒に1上巧したままにずる 


⑤⑥感强 
③⑤⑥ 

①④③® 


T 

① 

T 

①域 

〇 


仍例 


♦押した数字ボタンに応じて、「モード1」、に」または「引びリモコン側に設定されます。 
♦初期設定は、「モード1」です。 
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CD プレーヤー 


f 本機の入力を " CD " 
に切り換える/リモ 
コンを CD プレー 
ヤー操作モードに 

L 切り換える 

CD 

し 

CD プレーヤー 

にがず巧ってくた 

、 

1 作の前 

こ’さい。 

ノ 

CD プレーヤーの 
電源を入/切する 

AV システム 、 

再生を始める 

四 

1 

トラックを飛び越す 
(スキップ） 

励固 

し スキッフ。 

聞きたい場所を探す 
(サーチ） 

KQM 四 J 

「ス □— /サ—チ 


一時停止する 


^3 

\ 

トラックを直接選ぶ 

の⑤③ 

④⑤⑥ 

⑦⑥巧。 

@) 颊 

例:1 ① 

例:10 接！。- ①- 卿 

再生を停止する 


回 

1 

J 


本機のリモコンで、複数の機器（当社製）が動作するときは 


2つ！;!上の当社製オーディオ機器を同時に使ラ場合に、本機の U モコンを使用すると、複数の機器び動作する場合びあります。 
その場合は、本機の U モコンコードを " R £ M 2" に切り換えてください。本機と U モコンの両ちを設定します。 


本機側操作 


マルチコントロールモードの冨本操作 

: NTER 

み 


INPUT SB.ECTOR 

◎ 


回して 

選び 


押して 
1ミ夫定 


ぷぶ芯 L ひと〕師〔戻る/ 


すンセル 


モコン側操作 


INPUT SELECTOR 


• 〇 る-; 6ぞざち 




パ。- • •一 A 



MULTI 

CONTROL ENTER 

◎- 0 - 
CANCEL 




1 . マルチコント□-ルモードに入る ◎ f 甲す 

CANCEL 

2. " SETUP 2 ( ADMAZ な SETUP )" を還び、ミ夫定 
五 " REMOTE " を選び、ミ夫定 

4. を選び、ミ夫定 


I MULTI CONTROL] 


SETUP 2 


REMOTE 


MULTI 

COffTRa 


I REM1. REM2 


REM 2 


己. O 吕回巧して、 " EW で’を選び、巧定 


EXIT 


1. [ラジオ/-バンド]ボタンを f 甲す 

2. と③を剛寺に2秒]ん h 押す 

■「 REM 1」 に戻すには 

(本機側操作） 

左記操作 4 で"/? ewf を選ぶ 
( U モコン操作側） 

[決定]と [1] を同時に2秒 LU 上巧す 


チヤンネルを 
還ぶ 


(順に選ぶとき) 


m 


(直接選ぶとさ) 


操作ずる機器に向けて 




本機の入力を 
" l / Cflf " に切り換 
える / U モコンをビ 
デオデッキ操作モー 

L ドに切り換える 

ビデォ 1 

LJ 

ビデオデッキ操作の前 

におず行って < ださし 、。 J 

( ビデオデッキの 電 

AV システム 、 

嘯1 

源を入/切する 

再生を始める 

四 

卷さ戻し/早送りを 
ずる 

團阔 

厂ス □-/ サ-チ 

一時停止ずる 

V 

gp 


停止 


楽しむ 


リモ n ンでテレビや DVD レ n — ダ—などを操作する(つづき) 


⑤ ® 雜數 
③ © 

© @ @ ® 


<蜘> 


E 興国 一 

③⑥覆曲識_ 

⑤魯蠢晶_ 

①④み®四障 













































































































































マルチコントロールのゾニユー表 


は、初期設定の状態です。 


メインメニュー 


サブメニュー 


ぺージ 

TUNER 

FM MO 旅※ 1 

AUTO . MONO 

20 

(入カソースを " TUNER " (ラジ 
才）にしているとさのみ） 

MEMORY 

CH 1 ......CH 30 

21 

AUTO MEM 

START 、 CANCEL 

TONE 

BASS 

-10 服.. . OdB ...+ 10 dB 


TREBLE 


BALANCE 

し ▽ R、 /■了円、 L ▽，円 


DIMMER 

OFF 

18 

\ON 

LEVEL U LEVEL 2 . LEVEL 3 | 

SLEEP 

1 OFF 、30、60、90、 120 | 



DUAL PRG 

MAIN 、 SUB、MAIN+SUB 




DR COMP 

OFF 、 STANDARD、MAX 



OPTION 

A/D ATT 

OFF 、 ON 


19 


B P 只00尸※ 2 

MODE A . MODE B 


20 


RESET 

N0、 YES 


19 


SPKR SET 

SUBWNO 

LCR S SB 、し R S S 巨、 
LCRS — 、し只 S —、 

LCR _ 、し只_ 



SUBW YES 



FRNTUR 

NORMAL 、 BI-WIRE 


SETUP 1 

SB SPKR 

1 SPKR、 2 SPKRS 

12、 13 

(BASIC SETUP ) 


TV 

OP。 、 OPT 2、 COAX 1 COAX 2 


D-INPUT 

DVR 

OPT t OPT 2 . COAX t COAX 2 



DVD 

OPTU OPT 2、 COAX 1.COAX 2 




CD 

0PT1、OPT 2、 COAX U COAX 2 




TV 




IN MODE 

DVR 

AUTO . ANALOG、 



DVD 

D に! TAL、PCM FIX 




CD 





SUB-WFR 

N0、 YES 




FRONT 

SMALL 、 LARGE 



SPEAKERS 

CENTER 

NON 巨、 SMALL 、 LARGE 




SURROUND 




SUR BACK 

NONE、1 SPKR、2 SPKRS 


SETUP 2 

如 VANCE SETUP ) 


FRONT 

1.0 m... 3.0 m ■■■10.0 m 

22 

DISTANCE 

CENTER 

SURROUND 

1.0 m---1.5 m ...10.0 m 




SUR BACK 



FILTER 

I 5 a 100 、150、 200 I 



BI-AMP 《3 

BALANCE 

し ▽ H、 L 了 H 、 L^iH 



HF PHASE 

0 mm ...300 mm 



REMOTE 

I REM 1 、 R 巨 M2 I 

25 

EXIT 

I •マルチコント□ールを終了しまず。 I 


:ラジオ FM 受信時のみ《2 :ラジオ AM 受信時のみ ※吕 ：目 I - W 旧 E 選択時のみ 


QSlA (よくあるご質問) 


Q 懼刚 


A 個き） 


'マイクを接続したい。 

本機には接続でさません。 ' 

DVD プレーヤーにマイクを接続してカラオケを楽しをラと 
したび、マイクの音び出ない。 

DVD プレーヤーと本機をデジタル接続している場合はマイ 
クの音は出力されません。アナ□グ接続して、アナ□グ入力 
にしてください。6、12、 13) 

DTS の音声が出ない。 

音声は出るが DTS のヴウンドモード表示が点灯しない。 

DVD レコーダーまたは DVD プレーヤーのデジタル音声出力の 
設定が、ビットストリーム出力であることを確かめてください。 

48 kHz を超えるサンプ U ング周波数の DVD を再生してを 
音び出ない。 

著作権保護の理由などでデジタル接続では音声び出ないディ 
スクびあります。アナ□グ接続してください。 

長時間使用すると、本体び熱<なるび、大丈夫か。 

大丈夫です。 

ただし、本体上部や側面の放熱孔を物でふさぐなど、放熱を 
妨げることはしないでください。 

.引っ越しするのだび、そのまま使えるか。 

ま曰本、西日本に関係なく使えます。 








■ ヴウンドモード （ ドルビープ□□ジックロ X 、 DTS NEO : 己、 SFC ) が使えないま件 

スピーカー設定と入力信号（ディスクなどに記録されている音声信号）によっては、さ機能び使えません。 


スピーカー設定と入力信号げ^ソ下の場合 


スピーカー設定：フロントのみ 

+ 

+ 

入力信号：すべて 

江 

ドル ビープ □□ジック nx 
DTS NE 0:6 

SFC は使えない 

スピーカー設を：フ□ントとセンターのみ 

入力信号；多チヤンネルソース 





ドル ビープ □□ジック nx 
DTS NE 0:6 は使えない 

スピーカー設を：サラウンドバックなし 

+ 

入力信号；多チヤンネルソース 

- ► 


入力信号が下の場合 


1チヤンネル（店 D のみ点な） 

3チヤンネル（〔百匹 D 田]のみ点打） 

サンプリング周波数が 
96 kHz を超える PCM 

サラウンド音声びモノラル（店^点な。ただし2チヤンネルソースは除く） 


y 


DTS-ES 


DTS 96/24 -ES 


ドル ビープ □□ジック nx 
DTS NE 0:6 
SFC は使えない 

ドル ビープ □□ジック nx 
DTS NE 0;6 
は使えない 


mm などはデジタル入力信号を表しています。 1 已ページの 「デジタル入力表示について」 を参照くださし、 


巧障かな！？ 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。 

なお、これ日の処置をしてち直日ない場合や、この表 L ソ外の症状は、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 


こんなとさは 

ここを確認•処置してください 

ぺ-ジ） 

電源が入 6 ない。 

• 電源プラグびコンセントに正しく接続されているか、お認してください。 

9 

1 

機器の再生を始めても音や 
映像が出ない。または音が 
おかしい。 

• スピーカー表示び消灯している場合は 、 [SPEAKERS A または扣ボタン 
でスピーカーを選択してください。 

• 入カソースを正しく選択してください。 

• 「消音」を解除してください。 

• 本機で再生できるデジタル信号か確認してください。 

• スピーカーや機器び正しく接続されているかお認してください。 

• デジタ )レ入力端テの設定をお認して < ださい。 

• PCM 円 X モードを解除してください。 

• DVD オーディオでは、着作権の関係上、デジタルで音声び出力でをない場合びあります。 

14 

14 

17 

14 

4〜]日 
12、13 
12、13 

音び出なくなった。 

し" OVERLOAD " け 

約1砂間表示される。） 

本機は異常を検出すると、 
保護回路び働いて電源を自 
動的に切ります。 

• スピーカーコードの©と©びシヨートしていませんか。 

• スピーカー- r ンピーダンスび本機の許容範囲より低くないですか。 

• 著しい大音量で聞いていませんか。 

• 異常に暑い場所で使用していませんか。 

今原因を稱消して、しばらく待ってから再び電源を入れてください。（な護回路の動 
作び解除されます。）（それでも同じ現象び起こる場合は販売店にご相談ください。） 

8 

9 

F 7 巨が表示され、電源が切れる。 

• 電源を切り、電源プラグをあいたうえで、販売店にご相談ください。 

- 

U 1 2 が表示される。 

• U モコンモードを設定し、本機と U モコンのモードを合わせてください。 

25 

表示部び暗い。 

• を解除してください。 

17' 18 

再生中、カチッと音がずる。 

• DVD などを再生すると、入力信号により DUAL AMP 機能び自動的に 
切り換わります。その際、カチッと音びしますび、故障ではありません。 

15 

センタースピーカー、サラウ 1 
ンドスピーカー、サブ 
ウー A — か 5 音が聞こえない。 

r * スピーカーの有無、サブウー八一の有無、またはスピーカーのち無とサイ 
ズの設定を確かめてください。 

• サウンドモードをおかめ、適切なモードを選んでください。 

• 2チャンネルのステレオソースの場合は、ドルビープ□□ジック nx 、 
DTS NEO : 已、 SFC を使用してください。 

に、] 3、 2 S 

1目、17 

16 

サラウンドバックスピー 
カーか S 音が聞こえない。 

•スピーカーの有無、またはスピーカーの有無とサイズの設定、サラウンド 
バックスピーカーの設ををおかめてください。 

• ドルビープロ□ジック nx 、 DTSNEO : 已、 SF 巳を使用してください。 

に、]3、2含 

16 

ドル ビープ □□ジック nx や 

DTS NEO : 目、 SFC び使えない 

• DVD アナ□グ日 CH を解除してください。 

15 

BS デジタル放送で二重音帛放 
送の切り換えびでをない 

• BS デジタルチューナーの音声出力を AAC に切り換えてください。 

- 

SFC を使用中に音がひずん 
だよ 5 に聞こえる 

• 入カソースによっては、 EFFECT のレベルを上げると音びひずんだよラに 
聞こえることびあります。その場合は、 EFFECT レベルを下げてください。 

17 

受信できない。 

雑音やひずみがをい。 

• アンテナの向さや位置を変えてみてください。 

• 音質の調整で、高音 （"TRESL ピ ’） を調節してみてください。 

•本機、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、テレビやビデオデッキから 
AM ループアンテナを離してください。 

• FM 屋外アンテナに替えてみてください。 

• アンテナと他のコードを遠ざけてください。 

• AM 受信の場合、「ビートプルーフモード」でモードを切り換えてみてください。 

18 

21 

20 

リモコンが働かない。 

•電池び消耗してぃる場合は電池を交換してくださし、 

11 

他のオーディオ機器び動作ずる 

• 本機の U モコンコードを " REM 2。 に切り換えてください。 
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参考 


マルチ n ント □1 ルのメニュ I 表 \ Q & A \ 故障かな口 


巧 


共通 


ヴウン 


ラジオ U モ n ン 


















主な仕樣 巧を上のご注意 


100 W 
100 W 

甚か動作時） 

70 W + 70 W(1 
70 W(1 
70 W + 70 W(1 
70 W + 70 W(1 
100 W 

70 W + 70 W (20 Hz 


100W(6 a J 曰 TA) 
100 W (6 a J 曰 TA) 
100W(6 a J 曰 TA) 
100W(6 a J 曰 TA) 


kHz 6 Q 0.3 %) 
kHz 6 Q 0.3 %) 
kHz 6 Q 0.3 %) 
kHz 6 Q 0.3 %) 
100 W (6 Q ，」 STA) 
20 kHz 6 Q 0.09 %) 

0.0 9 o/o ( 色が 


■ アンプ部 

実用最大出力（サラウンドモード各 ch 動作時） 

フ□ント （ L / R ) 100 W • 

センター 

サラウンド （ L / R ) 

サラウンドバック （ L / R ) 

定格出力（サラウンドモード 
フ□ント （ L / R ) 

センター 

サラウンド （ L / R ) 

サラウンドバック （ L / R ) 

実用最大出力（ステレオ時） 

定格出力（ステレオ時） 

全高調波ひずみ率 
20 Hz 〜20 kHz 定格出力 
負荷インピーダンス 
フ□ント （ L / R ) 

A または B 日〜 ] 6Q 

A と B 6〜]6 Q 

BI-WIRE 巨〜] 6 Q 

センター 日〜 ] 6Q 

サラウンド （ L / R ) 6〜 16 Q 

サラウンドバック （ L / R ) 6〜16 Q 

周液数特性 

CD , テープ, TV , DVD , DVD レコーダー,ビデオデッキ1 , VCR 2 4 Hz 〜 88 kHz. ±3 dB 
DVD 6 CH 4 Hz 〜 44 kHz. ±3 dB 

入力感度/入カインピーダンス 

CD , テース TV . DVD/DVD 6 CH , DVD レコーダ ー ，ビデオデッキ 1 ,VCR 2 200 mV/22 kQ 
信号対雑音比 ( S / N 比） 

CD , TV ， DVD , DVD レコーダー （DIGITAL INPUT ) 103 dB 

トーンコント□ール特性 

お音 已 0 Hz ， +10 〜 一 1 日服 

高音 20 kHz, +10 〜 -10 服 

定格出力電圧 

テープ出力 200 mV 

DVD レコーダー出力 200 mV 


デジタル入力（光） 

(同軸） 

2 

2 

■ FM チユーナー部 


受信周液数帯 

76.0 〜目 0.0 MHz 

実用感度 

16.3 clBf(3.6 mV. IHF’ 已 8) 

全高調波ひずみ率 


MONO 

0.3 % 

STEREO 

0.5 % 

ステレオセパレーシヨン 


1 kHz 

3 已 d 巨 

アンテナ端子 

75 n (不平衡 型） 

■ AM チユーナー部 


受信周液数帯 

已 22 〜 1629 kHz 

実巧感度 

20 pV , 已〇〇 MV/m 

■ 映像部 


出力電圧 （1 V 入力時） 

1 ±0.1 Vp-p 

最大入力電圧 

1 .已 Vp-p 

入出カインピーダンス（アン/ v ランス） 

75 Q 

■総含 


電源 

冉 C ] 00 V, 己 0/60 Hz 

消費電力 

240 W 

寸法(幅 X 高さ X 奥巧き） 

430 mm x 107.5 mm x 394 mm 

質量 

約 4.6 kg 

電源スタンバイ時のミ肖費電力 

約 0 ぶ W 


注） 

1. この仕様は、性能向上のため変更することびあります。 

2. 全高調波ひずみ率は、スペクトラムアナライヴーによる第 10 次高調波まで 
の総和です。 


rJISC 61000 -3-2 適合品」 

: J 旧 C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格 
「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調液電流発生 
限度値 （1 ホ目当たりの入力電流が 20 A む下の機 
器)」に基づさ、商用電力系統の高調放環境目標レ 
ベルに適合して設計-製造した製品でず。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造さ 
れています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号は 
ドルビーラボラトリーズの商標です。 


2H rOTS」、 「 DTS - ES 」、 rNeo :6」 および rOTS 9 目/ 24」 
は DTS 社の商標です。 


處ずお巧 Q< だをい） 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を 
未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 
次のよラに説明しています。 

■ 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに 
生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、 
説明しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死亡または重傷 
などを負ラ可能性び想定される」 
内容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷書を負ラ可能 
性または物的損書のみび発生する 
可能性び想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分 
し、説明していまず。（下記は絵表示の一例でず。） 


0 このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」 
内容です。 


〇 このよラな絵表示は、必ず実行していただく 
「強制」内容です。 


A 警告 



-ドについて 


電源コード-プラグを破損するよ5なことは 
しない 

(傷つけたり、カロエしたり、熱器具におづけたり、 
無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
重い物を載せたり、束ねたりしない） 


〇 


傷んだまま使用すると、义災-感電- 
ショートの原因になります。 

参巧くとさは、プラグを持ち、まっすぐ抜 
いてください。 

♦コードやプラグの修理は、販売店にご相 
談ください。 


f □ンセントや配線 
器具の定格を超え 
るほいかたや、交流 
100 Vなかでのほ 
用はしない 



たこ足配線等で、定格を 
超えると、発熱による乂 
災の原因になります。 


源プラグは根元ま^ 
で確実に是し込む 

〇 

差し込みび不完全です 
と、感電や発熱による火 
災の原因になります。 
♦傷んだプラグ-ゆるん 
だコンセントは、使ね 
ないでください。 


RQT8122 











本機のイラスト楼図）は、イメージイラストであり、ご購入のものとは形状び多少異なる場合びありますび御了承ください。 



をし異常が起こった6 


雷について 
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ドホンほ用時は、音量を 
上げすぎない 

0 耳を刺激するよラな大さ 
な音量で長時間続けて聴 
くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。 


電池は誤ったほいかたをしない 

と台は逆に入れない 

1•新-旧電池や違う種類の電池をいっしよに使わない 
V V •乾電池は充電しない 

• 加熱-分解したり、水などの液体や义の中に入れたりしない 
• ネックレスなどの金属物といっしよにしない 
• 被覆のはがれた電池は使わない 
• 乾電池の代用として充電式電池を使わない 
取り扱い辅ると、納れ '発熱' 発火' 臟など雄こし、火災や剛ち損の馳に航こと麻ります。 
♦長時間使わないときは、取り出しておいてください。 

参万一液ちれび起こった5、販売店にご相談ください。あび身体やを服に付いたと 
きは、水でよく洗い流してください。液び目に入ったときは、失明の恐れびあり 
ます。目をこすらずに、すぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご相談ください。 


コードを接続したが態で移動 
しない 

0 接続した状態で移動させ 
ようとすると、コードび 
傷つを、乂災-感電の原 
因になることびあります。 
また、引つかかって、け 
びの原因になることびあ 
ります。 


不ま定な場所に設置しない 

/K •上に大きなをの、重 
y いちのを載せない 

■機器び落ちたり、倒れたりして、 
けびの原因になることびあります。 


屋かアンテナの設置、工事は 
自分でしない 

Q 強風でアンテナび倒れた 
場合に、けびや感電の原 
因になることびあります。 
♦設置-工事は販売店 
にご相談ください。 


異甫に温度び高 < なるところ 
に置かなし^^^ 






外装ケースや内部部品び劣化する 
ほか、乂災の原因になることびあ 
ります。 

参直射日光の当たるところ、ストーブ 
の近くでは特にごを意ください。 


ミ由煙や湯気の当たるところ、 
湿気やほこりのさいところに 
置かない 

Q 電気び油や水分、ほこりを 
伝わり、火災•感電の原因 
になることびあります。 
たばこの煙などち製品の故障 
の原因になることびあります。 


放熱を巧げない 


Q 



内部に熱びこちると、外装ケースび変おし 
たり、义災の原因になることびあります。 
• 通風孔をふさびないで< ださい。 


A 注意 


めれた手で、電源プラグの巧 
を是しはしない 


めれ手禁止 


感電の原因になります。 


分解、改造をしない 

内部には電圧の局い部分 
びあり、感電の原因にな 
^1ります。 

、 nv ♦内部の点検や修理は、 
販売店にご依頼<だ 


雷び鳴った6、本機や電源プ 
ラグ、アンテナ線に触れない 

® J] M 

擲階止 

感電の原因になります。 


異甫びあつたとをは、電源つ 
ラグを巧< 

© • 内部に金属や水などの液 
体、異物び入ったとき 
• 落下などで列装ケース 
雷巧プ^グび破損したとき 

• '煙や S 臭、 Sb び出た 
とさ 

そのまま使ラと、乂災-感電の原 
因になります。 

参販売店にご相談ください。 


内部にを属巧を入れた0、化 
などの液な:をかけた0め6し 
た D しない 


Q 


ショートや発熱により、 
火災-感電の原因になり 
ふ這0 

♦機器の上に水などの 
液体の入った容器や 
金属物を置かないで 
ください。 

♦特におモ様にはごを 
意 < ださい。 


電源プラグのほこ0等は 
定期的にとる 

〇歲 I , 

プラグにほこり等びたまると、湿 
気等で絶縁不良となり、义災の原 
因になります。 

♦電源プラグを巧さ、乾いた布で 
ふいてください。 

♦長期間使用しないとさは、電源 
プラグを抜いてください。 


A 警告 



主な仕様\ま全上のごま意 G 必ずお守りください、 












保証と アフターサービス なくお読みくださしり 


修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご巧談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

参修理は、サービス会社•販売会社の「修理ご相談窓□」へ！ 
♦使いかた-お買い物などのお問い合わせは、「お客様 
ご相談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買 
い上げの販売店か日お受け取りください。よくお読みの 
あと、保をしてください。 


保註期間：お買い上げ曰か日本体1年間 


■ 補修用性能部品の保有期間 

当社は、この AV コント□ールアンプの補修用性能部品 
を、製造打ち切り後8年保有しています。 

を）補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 

■ 修理を依頼されるとさ 

27ページの表に従ってご確認のあと、直日ないときは、 
まず電源プラグを巧いて、お買い上げの販売店へご連絡 
ください。 

♦保話期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださます。 

• 保話期間を過ぎているときは 

修理すれば使用でさる製品については、ご要望により修 
理させていたださます。下記修理料金の仕組みをご参照 
のうえご相談ください。 

♦修理料金のしくみ 

修理料金は、技術料' 部品代' 出張料などで構成されてい 
よ 〇 


枝術钟 は、診断'故障箇所の修理および部品交換•調 
整' 修理完了時の点検などの作業にかかる費 
用です。 

廓岳切 は、修理に使用した部品および補助材料代です。 
西雇砰 は' 製品のある場所へ技術をを派遣する場合の 
費用です。 


ご相談窓 □におけるお客様の個人 情 巧の 
お取り巧いについて 

松下電器産業株式会社および松下グループ関係会社 
( L ソ下「当社」）は、お客様よりお知日せいただいた 
お客様の氏名-住所などの個人情報 （ L ソ下「個人情 
報」）を、下記のとおり、お取り扱いします。 

1. 当社は、お客様の個人情報を、ナショナルパナソニック 
製品のご相談への対応や修理およびその確認などに利 
用させていただき、これらの目的のためにご相談内容 
の記録を残すことびあります。 

なお、修理やその確認業務を当社の協力会社に委託 
する場合、法令に基づく義務の履行または権限の行 
使のために必要な場合、その他正当な理由びある場 
合を除さ、当社 L ソ外の第互をに個人情報を開示•提 
供いたしません。 

2. 当社は、お客様の個人情報を、適切に管理します。 

3. お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談 
いただきましたご相談窓口にご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

製品名 

AV コント□—ルアンプ 

お買い上げ曰 

年 月 

曰 

品番 

SA - XR 55 

故障の状況 

できるだけ具体的に 


r よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをごミ舌用ください。 

http://panasonic.jp/support/ 
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ナショナルパナソニック 修理ご相談窓口 

ナショナルパナソニック お客様 ご ホ目談センター 

SS 0570 -087-087 

•お客様びおかけになつた場所から最寄りの修理ご相説客□に 
つなびります。呼出音の前に NTT より通話料金の目まをお 
知らせします。 

•携帯電話’ PHS 等からは最寄りの修理ご相談窓□に直接お 
かけ < ださし)。 

• 最寄りの修理ご相談窓□は、次ページをご覧くださし、。 

36 已曰/受付 9 時一吕〇時 

電話 な; ル函 0120 -878-365 

■携帯重話- PHS でのご利用は… 06-6907-1187 

FAX な; ル 01 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open : 9:00 -17:30 (closed on Saturdays / Sundays/national holidays ) 







•お客様びおかけになった場所から最寄りの修理ご相談窓□につなびります。 
呼出音の前に NTT より通話料金の目まをお知らせします。 

•携帯電話- PHS 等からは最寄りの修理ご相談窓□に直接おかけください。 




北海道地区 


近畿地区 


札幌 化幌市厚別区厚別南 

2 T 目1 7-7 

巧 (011)894-1 251 

姐り I 旭り I 市2を通21 T 目 
左1号 

巧 (0166)31-61 51 

帯広 帯広市西19条南 1 T 目 
7-11 

巧 (0155)33-8477 

画館 函館市西樹配89番地241 
(函館流通卸センター内） 

巧 (0138)48-6631 

東化 

地区 I 

青森 青森市第二問屋町 
3-7-10 

巧 (017)739-971 2 

が田 か田市御所野湯本 2 T 目 
1-2 

巧 (018)826-1 600 

岩手 盛岡市あ場13地割 30-3 

巧 (019)639-51 20 

宮城 仙台市宮城野区扇町 
7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山开ミ 山あ市平清水 1 T 目 

1-7 巳 

巧 (023)641-81 00 

福島 福島県安達郡本宮町 
字南ノ内已巳 

巧 (0243)34-1 301 




石り I 県石り惜 I ?野々市町 
稲荷 3 T 目 SO 

巧 (07 の 294-2683 

富山市寺島 129 S 

巧 (076)432-8705 

福#市開発 4 T 目112 

巧 (0776)54-5606 

お本市大字佳賀7600 -7 

巧 (0263)86-9209 

静岡市西島76己 

巧 (054 に 87-9000 


滋賀守山市勝部 6 T 目 2-1 

巧 (077)582-5021 

京都京都市げ見区竹田中り I 原町 
71-4 

巧 (075)672-9636 

大阪 大阪市北区本庄西 1 T 目 
1-7 

巧 (06)6359-6225 


奈良大和郡山市筒井町 
800番地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山巧歌山市中島4日 9-1 

巧(073)475-2%4 

兵庫巧戸市中央区琴ノ緒町 
3 T 目2-已 

巧 (07 が 272-6645 


首都圏地区 I 

栃木宇都宜市御幸町 194-20 

巧 (028)689-2555 

群 馬 高崎市大がの 229-1 

巧 (027)352-1 109 

巧城 つくば市花畑 2 T 目 8-1 

巧 (029)864-8756 

i 奇玉 桶り1市赤巧 2 T 目 4-2 

巧 (048)728-8960 

東, 巧東京都世田谷区宮あ 

2 T 目2日-17 

巧 (03)5477-9780 

山梨 甲府市宝 1 T 目 4- 13 

巧 (055 に 22-51 71 

神轰川 横お市港南区曰野已 T 目 
3-16 

巧 (045)847-9720 

新 漏 新潟市東明 1 T 目 8- 14 

十 菓干菓币中巧ピ呈义音の172 

巧(043に 08-6034 

巧 (025 に 86-01 71 

中部地区 1 



鳥取 鳥取市ま長29己-1 

巧 (0857 に 6-9695 

米子 米モ市米原 4 T 目 2-33 

巧 (0859)34-21 29 

ネ公ミ I 松江市平成町182番地14 

巧 (0852)23-1 128 

出雲 出雲市ミ度橋の41巨 

巧 (0853)21-31 33 

巧田 お田市下府巧 327-93 

岡山 岡山県都蓮郡早島の 
矢尾807 

巧 (086 に 92-1 162 

広島 広島市西区南観音 8 T 目 
13-20 

巧 (082 に 95-5011 

山 □ 山□市歲銭司 

字錶銭司団地化 447-23 

巧 (083)986-4050 

巧 (0855 に 2-6629 



高お市商使巧1 52-2 

巧 (087)868-9477 

徳島県板野郡北島の 
網巧字かや 10 S 

巧 (088)698-1 125 


南国市岡豊町中島331 -1 

巧 (088)866-31 42 

お山市±居田町7己 0-2 

巧の 89)971-2 144 


名古屋 ちち屋市瑞穂区塩乂町 
8-10 

巧 (052)819-0225 

岡崎 岡崎市岡町南义保28 

巧 (0564)55-571 9 

岐阜 岐阜県本巣郡化ち町 
高屋太テ 2 T 目30 

_ 巧 (058)323-6010 

高山 高山市花岡町 3 T 目8吕 

巧 (0577)33-061 3 

=重 义居市森町字北谷1920 -3 

巧 (05 が 255-1 380 


福岡 春日市春日公園 3 T 目48 

巧 (092)593-9036 

佐賀 巧賀市銷島町大字 
八戸字上深の3044 

巧 (0952 に 6-91 51 

長崎 長崎市ま町 1949-1 

巧 (095)830-1 妨8 

大分 大分市巧原 4 T 目 8-3 已 

巧 (097)556-381 5 

宮崎宜崎市本郷北方字草葉 
2099 -2 

巧 (0985)63-1 213 


負旨 本 熊本市健軍本町 12-3 

0(096):367-6067 

天草 本ミ度市港の 18-1 1 

巧 (0969)22-31 25 

庭巧島鹿児島市ち;欠郎 1 T 目 

C 3 つ 

巧 (09 が 250-5 妨7 

大島 ち瀬市長お町 10-1 

巧 (0997)53-51 01 


ミ中縄浦添市城間 4 T 目 23-1 1 


巧 (098)877-1 207 


ご 

参 

考 


所在地、電話番号が変更になることがありますので、あ5かじめご了承ください。 
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RQT8122 






.] 4，15 

. 22 

. 12.13 

.15 

. 22 

9，12-1 己， 19 
. 10 


AAC . 

ADVANCE SETUP 

BASIC SETUP . 

BI-AMP . 

BI-AMP 設定 . 

BI-WIRE . 

BS デジタルチューナー 


5. 7 
....12.13 
2,15-17 
.PP 


14 

12.13 
……21 

19 


CD プレーヤー .10. 25 

CS チューナー . 10 


2 CH MIX . 9,15,19 


バンド . 20 

光端子 . 4-7,10 

ビデオデッキ .10. 25 

ビートプルーフ . 20 

へッドホン . 19 

マニュアルメモ U — . 21 

マルチコント□ール ..12,13.1 8-22, 2日. 2目 

マルチソース I 」.マスター . 17 

ラジオ .20. 21 

U モつン . 1]， 23-2 己 


12.13 


□-INPUT 設定 . 

DISTANCE 設定 ..... 

DTS. 

DTS 96/24 . 

DTS-ES . 

DTS NE0: 巨 . 

DUAL AMP. 

DVD アナ n グ日 CH 
DVD プレーヤー ..... 
DVD レコーダー ..... 

FILTER 設定 . 

FM モード . 

FRNT L/R 設定… 

IN MODE 設定.……, 

PCM . 

PCM 円X . 

PRESET. 

RESET. 

S2 映憬端テ . 

SB SPKR 設定 

SFC. 

SPEAKERS 設定... 
SPKR SET 設定 ...... 


0 


& 

O 

Q 


の 

e 

© 

o 

@ 


アッ了ィーター .19 

アンテナ .10. 21 

才ートチューニング . 20 

才ートメモ U — . 21 

mm . 18 

音量バランス . 18 

カセットデッキ . 10 

コンポーネント映像端テ . 已，7 

サウンドモード . 16. 17 

サブウー八ーレベル . 17 

出カレベル調整 . 13. 17 

消胃 . 17 

スピーカー .8. 9 

スピーカ ーB. 9. 15 

ス U —プタイマー . 18 

デジタル信号 . 14 

テスト信号 . 13 

テレビ .4-7. 23 

同軸端子 . 目，7，10 

ドルビーデジタル . 14. 15 


ドルビーデジタルサラウンド EX ..14.15 
ドルビープ□□ジック nx ......2.1 已 -17 


み 

を 

& 

Q 


お手入れ 


柔らかい布でふいてください。 

ひどい巧れは、薄めた台所用洗剤（中性）を含ませた布でふさ、後はからぶさしてください。 

• アルコールやシンナーは使わないでください。■化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書に従ってください。 


を <ぃん 


長年ご使用の AV コント□-ルアンプの点検を！ 


便利メモ （おぼえのため、記入されると便利です。) 



松下電器塵業株式会社ネットワーク事業グループ 

干己7 1-8 己04大阪府門真市松生田1ま1己号 
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Panasonic >< UV 了□丄巧巧製活擊 




































































